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１
は
じ
め
に

奈
良
時
代
に
膨
大
な
写
経
を
行
っ
た
皇
后
宮
職
・
造
東
大
寺
司
系
統
の
写
経
所 （
１
）

に
は
、
ど
の
よ
う
な
施
設
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
ら
は
い
か
な
る
構
造
の
建
物
で
、

ど
の
よ
う
に
相
互
に
関
係
し
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
時
期
に
よ
っ
て
変
遷
し
て
い

く
さ
ま
は
跡
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
写
経
所
の
施
設
を
段
階
的
に
整
理
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
写
経
事
業
が
行
わ
れ
た
空
間
、
案
主
・
雑
使
た
ち
、
経
師
・
校

生
・
装

�、
仕
丁
そ
の
他
の
働
く
場
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

写
経
所
に
関
す
る
研
究
は
長
足
の
進
展
を
と
げ
た
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
所
在
地

や
施
設
の
あ
り
方
が
系
統
的
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
本
稿

は
、
こ
の
点
に
か
ん
が
み
て
、
史
料
の
検
討
を
通
じ
て
基
礎
的
な
事
実
の
確
定
を

め
ざ
す
。

写
経
所
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
福
山
敏
男 （
２
）が
全
体
を
見
通
し
、
井
上

薫
が
そ
れ
を
受
け
た
研
究
を
行
っ
た
が （
３
）、
と
も
に
写
経
所
全
体
の
系
統
、
相
互
関

係
・
そ
こ
で
行
わ
れ
た
写
経
事
業
な
ど
の
解
明
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

施
設
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た （
４
）。
福
山
の
研
究
は
洞
察
に
満
ち
た

も
の
で
は
あ
る
が
、
簡
潔
を
旨
と
し
た
記
述
に
な
っ
て
お
り
、
史
料
の
呈
示
は
控

え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
渡
辺
晃
宏 （
５
）と
山
下
有
美 （
６
）が
、
写
経
所
の
組
織
構

造
の
解
明
の
み
な
ら
ず
、
施
設
に
つ
い
て
も
重
要
な
見
通
し
を
示
し
た
。
渡
辺
は
、

金
光
明
寺
造
物
所
か
ら
造
東
大
寺
司
へ
の
変
遷
の
過
程
で
、
天
平
一
九
年
末
に
南

堂
・
北
堂
か
ら
東
堂
・
西
堂
へ
の
転
換
が
あ
っ
た
と
し
、
山
下
は
こ
れ
を
受
け
て
、

移
転
後
も
南
堂
・
北
堂
は
存
続
し
、
東
堂
・
西
堂
と
併
存
し
つ
つ
宝
亀
年
間
に
至

る
と
し
た
。
こ
の
渡
辺
・
山
下
の
研
究
と
従
来
の
研
究
と
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
写
経
所
の
所
在
地
・
施
設
に
つ
い
て
一
貫
し
た
見
通
し
を
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

写
経
所
に
関
す
る
研
究
は
、
近
年
飛
躍
的
に
進
ん
だ
が
、
そ
れ
を
簡
単
に
整
理

し
て
お
き
た
い
。
光
明
子
家
の
家
政
機
関
の
業
務
の
一
つ
と
し
て
出
発
し
た
写
経

事
業
は
、
写
経
所
・
経
師
所
と
い
う
組
織
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
天
平
五
年
ご
ろ

か
ら
光
明
皇
后
が
発
願
し
た
五
月
一
日
経
を
中
心
に
写
経
を
行
っ
た （
７
）。
こ
れ
ら
は

天
平
一
〇
年
三
月
に
写
経
司
に
統
合
さ
れ
た
。
写
経
司
は
皇
后
宮
（
の
ち
の
法
華

寺
）
内
の
中
島
院
や
隅
院
（
海
籠
王
寺
）
で
写
経
を
行
っ
た
。

天
平
十
一
年
六
月
に
は
写
経
司
の
も
と
に
東
院
写
一
切
経
所
が
設
け
ら
れ
た
。

こ
の
写
経
司
・
東
院
写
一
切
経
所
は
天
平
一
三
年
閏
三
月
に
、
福
寿
寺
写
一
切
経

所
と
し
て
現
東
大
寺
境
内
の
上
院
地
区
に
移
転
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
移
転

が
、
所
在
地
・
施
設
の
点
で
は
画
期
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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写
経
所
の
施
設
と
そ
の
変
遷
（
上
）

栄
原

永
遠
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そ
の
後
天
平
一
四
年
六
月
か
ら
写
経
所
が
皇
后
宮
職
か
ら
金
光
明
寺
造
物
所
に

移
管
さ
れ
る
に
と
も
な
い
、
金
光
明
寺
写
一
切
経
所
と
名
称
が
変
更
さ
れ
た
。
こ

の
金
光
明
寺
写
一
切
経
所
の
施
設
と
し
て
同
一
八
、
一
九
年
に
南
堂
・
北
堂
が
現

れ
る
。
こ
れ
は
、
金
光
明
寺
造
物
所
か
ら
仮
称
東
大
寺
造
物
所
を
へ
て
造
東
大
寺

司
へ
と
転
換
す
る
過
程
で
同
一
九
年
末
に
東
堂
・
西
堂
へ
と
転
換
す
る
が
、
南
堂
・

北
堂
も
存
続
し
た
。
東
堂
・
西
堂
は
、
現
東
大
寺
の
中
心
伽
藍
地
区
付
近
に
存
在

し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
転
換
は
、
写
経
施
設
が
上
院
地
区
単
独
か
ら
上
院

地
区
と
中
心
伽
藍
地
区
と
に
併
存
す
る
と
い
う
変
化
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
転
換

に
伴
っ
て
、
写
経
所
の
名
称
は
金
光
明
寺
写
一
切
経
所
か
ら
東
大
寺
写
経
所
へ
と

変
わ
っ
た
。

東
大
寺
写
経
所
の
組
織
は
、
保
良
宮
の
造
営
に
伴
っ
て
天
平
宝
字
六
年
に
一
時

的
に
石
山
の
地
に
移
る
が
、
施
設
は
奈
良
の
地
に
存
続
し
、
や
が
て
組
織
も
こ
こ

に
戻
っ
て
き
た
。
そ
し
て
写
経
事
業
の
中
断
・
再
開
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
宝
亀

七
年
の
廃
止
に
至
っ
た
。

以
上
の
写
経
所
の
変
遷
を
踏
ま
え
て
、
以
下
順
を
追
っ
て
写
経
所
の
施
設
と
そ

の
変
遷
を
見
通
し
た
い
。

２
光
明
子
家
の
写
経
施
設

藤
原
光
明
子
家
の
文
書
で
あ
る
「
写
経
料
紙
帳
」
に
は
、
二
つ
の
大
般
若
経
そ

の
他
の
写
経
が
神
亀
四
～
五
年
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が （
８
）、
そ
れ
を

担
当
し
た
部
署
は
見
え
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
光
明
子
家
の
家
政
機
関
の
業
務

と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
経
紙
の
受
給
記
録
の
な
か
に
、

四
月
廾
四
日
受
紙
屋
紙
百
張

と
あ
る
（
１
ノ

382）。
こ
の
紙
屋
は
図
書
寮
の
紙
屋
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る （
９
）。

３
写
経
司
・
東
院
写

一
切
経
所

の
写
経
施
設

長
屋
王
の
変
後
、
天
平
元
年
八
月
に
光
明
子
は
皇
后
と
な
り
、
同
年
九
月
に
は

皇
后
宮
職
の
職
員
が
任
命
さ
れ
た
（
い
ず
れ
も
『
続
日
本
紀
』
）。
「
写
書
雑
用
帳
」

（
続
修

16②
裏
、
１
ノ

393～

395）
に
よ
る
と
、
天
平
二
年
七
月
四
日
以
前
に
は
経
典

そ
の
他
の
書
写
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
を
担
当
し
た
組
織
名
は

当
初
は
見
え
な
い
が
、
山
下
有
美
は
、
の
ち
に
写
経
所
と
呼
ば
れ
る
機
構
が
天
平

初
年
か
ら
成
立
し
て
お
り
、
天
平
九
年
九
月
ご
ろ
外
写
を
主
と
し
て
担
当
す
る
経

師
所
が
設
置
さ
れ
、
天
平
一
〇
年
三
月
ご
ろ
両
者
が
統
合
さ
れ
て
写
経
司
が
成
立

し
た
、
と
し
た （

�）。

（
１
）
舗
設
物
・
用
具
類

井
上
薫
は
、
こ
の
「
写
書
雑
用
帳
」
に
、

舗
設
物

長
畳
二
枚

短
畳
五
枚

立
薦
二
枚

苫
二
帙

簀
四
枚

長
席
一
枚

短
机
九
枝
四
寺
送
附
安
宿
熊
取

見
五
足

辛
櫃
七
合

又
須
利
一
合

�三
口

由
加
六
口

叩
戸
二
口

缶
一
口

壺
二
口

長
机
二
枝

缶

� 一

� 口

�

と
あ
る
こ
と
に

注
目
し
て
、
施
設
関

係
の
初
見
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
が
注
意

さ
れ
る
。
写
経
用
の
独
立
の

建
物
か
他
の
業
務
用
の
建
物
の
一
画
か
ど
う
か
は
明

ら
か
で
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
写
経
に
用
い
ら
れ
る
舗
設
物
が
置
か
れ
て
い
た

場
所

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
関

連
し
て
、
後
述
す
る
が
、
天
平
宝
字
四
年

正
月
一
五
日
「
東
寺
写
経

所
解
」
（
続
修
後

集
５
、

14ノ

292～

300）
に
よ
っ
て
、

福
山

敏
男
が
、

折
薦

疂
一
枚

に
経
師

等
二
人
が
座
し
、
宿
所
で
は
経
師
か
ら
優

婆
夷
ま
で
一

人
ず
つ
臥
し
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
同

じ
く

福
山
は
、
「

充
経
師

等
畳
帳
」
（
続

々
修

44ノ

論 文
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８
、

11ノ

463）
に
、

以
勝
宝
三
年
正
月
八
日
経
師
等
充
畳
席
事

下
道
主
畳
一
枚
小
竹
原
乙
万
呂
畳
一
枚
十
日
川
原
継
万
呂
畳
一
枚

十
三
日
秦
家
主
畳
一
枚
村
山
首
万
呂
畳
一
枚
十
七
日
上
馬
甘
畳
一
枚

廾
六
日
小
長
谷
金
村
席
一
枚
柏
原
大
嶋
畳
一
枚
二
月
十
一
日
安
倍
万
呂
席
一
枚

台
万
呂
席
一
枚
十
八
日
丹
比
真
君
畳
席
各
一
枚

と
あ
る
の
に
基
づ
い
て
、
畳
と
席
を
重
ね
て
座
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

後
者
の
史
料
が
写
経
作
業
時
の
も
の
と
す
る
と
、
さ
き
の
「
東
寺
写
経
所
解
」
の

折
薦
畳
と
こ
の
畳
・
席
と
の
大
き
さ
の
関
係
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
長
畳
・
短
畳

の
用
例
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
て
、
さ
き
の
が
倍
程
度
の
大
き
さ
の
長
畳
で
こ
ち

ら
は
短
畳
と
す
る
と
、
両
者
は
矛
盾
せ
ず
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら

に
基
づ
い
て
、
人
員
数
や
畳
・
席
の
数
量
か
ら
写
経
の
場
所
を
あ
る
程
度
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
場
合
が
あ
る
。

経
堂
内
に
は
案
主
や
雑
使
の
座
席
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る （

�）。
そ
こ
に
は
い
く

つ
か
の
櫃
が
置
か
れ
て
お
り
、
本
経
・
新
写
経
巻
・
帳
簿
類
・
そ
の
他
の
物
品
類

は
櫃
ご
と
に
分
け
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。
経
師
・
装

�・
校
生
に
支
給
す
る
経
紙
・

筆
・
墨
・
凡
紙
・
反
古
紙
は
大
量
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
保
管
・
管
理
状

況
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
経
師
は
座
席
を
指
定
さ
れ
、
折
薦
畳
あ
る
い
は
畳
・
席
・

書
机
が
備
え
つ
け
ら
れ
た
座
席
に
坐
り
、
小
明
櫃
・
下
纏
が
支
給
さ
れ
た
。
小
明

櫃
に
は
本
経
と
新
写
経
巻
を
入
れ
、
下
纏
に
筆
墨
な
ど
の
用
具
を
く
る
ん
で
保
管

し
た
。
書
机
の
上
に
は
硯
・
水
滴
・
小
刀
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た
。
本
経
・
経
紙
・

式
敷
・
菟
毛
筆
・
墨
な
ど
は
事
務
局
か
ら
適
宜
支
給
さ
れ
た
。
装

�も
経
堂
に
座

席
を
与
え
ら
れ
、
継
・
界
・
端
継
・
装
丁
な
ど
の
作
業
を
行
っ
た
。
し
た
が
っ
て

そ
の
周
辺
に
は
新
写
経
巻
・
軸
・
緒
・
発
装
の
竹
・
大
豆
糊
・
小
刀
・
凡
紙
・
端

継
用
の
仮
軸
な
ど
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
装

�は
紙
屋
で
も

打
・
染
そ
の
他
の
作
業
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
ち
ら
に
は
紙
打
石
・
黄
蘗
や

橡
・
そ
れ
ら
を
煮
る
容
器
・
薪
な
ど
が
あ
っ
た
。
校
生
の
座
席
に
は
校
書
長
机
が

置
か
れ
、
そ
の
上
に
本
経
と
新
写
経
巻
を
広
げ
て
作
業
を
し
た
。
周
り
に
は
筆
墨
・

小
刀
・
硯
・
水
滴
な
ど
が
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
仕
丁
・
優
婆
夷
そ
の
他
が
い
た

が
、
彼
ら
の
経
堂
に
お
け
る
仕
事
の
内
容
に
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

以
上
の
経
堂
内
の
状
況
は
、
基
本
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
変
化
し
な
い
と
思
わ
れ
る

の
で
、
以
後
の
写
経
所
の
施
設
の
検
討
に
際
し
て
も
念
頭
に
置
く
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
天
平
五
～

九
年
の

布
施

申
請
解
案
（

７
ノ

33～

34、
１
ノ

582～

583、
７
ノ

39～

40、

41～

44、

120～

121、

123～

124）
に
よ
る
と
、
経
師
は
三

〇
人
～

四
人
、
装

�は
三
人
～
一
人
と
人
数
に

開
き
が
あ
る
。
同
時
に
何
人
が
従
事
し
て
い
た
の
か

不
明
で
あ
る
が
、
天
平
勝
宝
六
年
の

百
部

法
華
経
の
場
合
等
を
参
考
に
し
て
仮
に

六
割
程
度
と
す
る
と
、
多
い
時
で
二

〇
人
程
度
が
同
時
に
作
業
を
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
以
外
に
事
務
局
の
メ

ン
バ
ー
が
数
人
程
度
い
た
と
す
る
と
、
写
経

事
業
の
た

め
に
二

〇
数
人
程
度
が

同
時
に
作
業
で
き
る
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
が
確
保

さ
れ
て
い
た
と

推
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

（
２
）
東
院
写
一
切
経
所
の
施
設

史
料

東
院
写
一

切
経
所
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。

①
天
平
十
一
年
正
月
二
八
日
「
写
経

司
解
」
（
続

修
別
集

18
�、

２
ノ

154～

155）

写
経

司
解

申
請
材
直
事

合
請
銭
四
貫
五
百
六
十
二
文

写
経

殿
一
間

応
用
庇
料
柱
十
六
枚

直
銭
一

百
九
十
二
文

別
十
二
文

簀
子

�枚
直

銭
八
百

文
別
廾
文

久
礼
七
十
枚

直
銭
一

貫
五
十

文
別
十
五
文

右
三
種
、
庇
料

写経所の施設とその変遷（上）〔栄原〕
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歩
板
五
十
枚

直
銭
一
貫
七
百
五
十
文
別
卅
五
文

右
、
経
師
等
床
敷
料

運
車
十
七
両

庸
銭
六
百
八
十
文
別

�文
（

�）

藁
卅
囲

直
銭
九
十
文
別
三
文

右
、
塗
廁 （

�）壁
料

天
平
十
一
年
正
月
廾
八
日
史
生
小
野
朝
臣
「
国
堅
」

舎
人
「
市
原
王
」

丸
張
弓
定

②
天
平
十
一
年
六
月
二
一
日
「
写
経
司
解
」
（
続
修
別
集

18
�
�間

、
２
ノ

172～

173）

写
経
司
解
申
請
材
直
銭
事

合
請
銭
一
貫
五
百
五

� 十

� 六
文

応
庇 （

�）八
間

籬
一
所
長
四
長

料
七
十
九
枚

運
車
六
両
庸
銭
二
百
廾
八
文

久
例

�枚
直
銭
六
百
文
別
十
五
文

簀
子
廾
一
枝
直
銭
四
百
廾
文
別
廾
文

柱
四
株

直
銭

�八
文
別
十
二
文

右
三
種
、
庇
料

久
例
十
四
枚

�

直
銭
二
百
十
文

右
、
籬 （

	）料

天
平
十
一
年
六
月
廾
一
日
史
生
高
屋
赤
万
呂

小
野
国

� □

�

舎
人

③
天
平
十
一
年
六
月
四
日
「
泉
木
屋
所
解
」

（


）（
続
修
別
集

18
�、

２
ノ

171～

172）

④
天
平
十
一
年
六
月
二
〇
日
「
写
経
司
解
」
（
続
々
修

17ノ
１
④
、
７
ノ

171～

172）

写
経
司
解
申
請
材
直
銭
事

合
請
銭
一
貫
五
百
五

� 十

� 六
文

応
造
□
庇 （

�）一
間
籬
一
処
長
四
丈

料
材
七
十
九
枚

運
車
六
両

庸
銭
二
百
廾
八
文
別
卅
八
文

久
例

�枚
直
銭
六
百
文
別
十
五
文

簀
子
廾
一
枝

直
銭
四
百
廾
文
別
廾
文

柱
四
株

直
銭

�八
文
別
十
二
文

右
三
種
、
庇
料

久
例
十
四
枚

直
銭
二
百
十
文
別
十
五
文

右
、
籬
料天
平
十
一
年
六
月
廾
日
史
生
高
屋
「
赤
万
呂
」

小
野
朝
臣
「
国
堅
」

舎
人
「
市
原
」
王

⑤
天
平
十
一
年
七
月
日
「
写
経
司
解
」
（
続
々
修

35ノ
１

�裏
、
７
ノ

227～

228）

写
経
司
解
申
六
月
行
事
事

合
所
請
材
直
銭
六
貫
一
百
十
八
文

買
材
二
百

�株
直
銭
五
貫
八
百
七
十
一
文

藁
卅
二
囲

直
銭
九
十
六
文
別
囲
三
文

運
車
廾
二
両

賃
銭
八
百
廾
五
文
十
七
両
各
卅
八
文

五
両
各
卅
六
文

遺
銭
一
百
五
十
一
文

買
柱
廾
株

直
銭
二
百
七
十
二
文
十
六
株
別
十
二
文

四
株
別
廾
文

簀
子
六
十
一
株

直
銭
一
貫
三
百
八
十
四
文

�別
廾
二
文

廾
一
別
廾
四
文

歩
板
五
十
枚

直
銭
一
貫
七
百
文
別
卅
四
文

檜
久
礼
一
百
十
枚

直
銭
一
貫
六
百
九
十
文
七
十
別
十
五
文

別
十
六
文

造
物
経
堂
南
北
庇
二
間
長
各
七
丈

竈
屋
一
間
長
四
丈

広
二
丈

論 文
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厠
一
間
長
四
丈

広
一
丈

以
前
、
月
内
行
事
、
顕
注
如
件
、
以
解
、

天
平
十
一
年
七
月
日
舎
人
「
市
原
」
王

⑥
「
東
院
写
一
切
経
所
受
物
帳
」
（
続
々
修
３
ノ
１

�
�、

７
ノ

263～

270）

東
院
写
一
切
経
所
受
物

天
平
十
一
年
六
月
三
日
受
銭
四
貫
五
百
六
十
二
文

以
前
、
銭
材
木
并 直

藁
直
車
功
料

知
小
野
国
方

阿
刀
酒
主

（
中
略
）

七
月
五
日
釘
卅
隻
受
海
秋
万
呂

（
中
略
）

十
五
日
釘
八
隻
受
土
師
宅
良

（
下
略
）

こ
れ
等
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
写
経
司
と
東
院
写
一
切
経
所
の
相
互
関
係
に
議

論
が
集
中
し
て
き
た
が
、
施
設
や
所
在
地
の
観
点
か
ら
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

ま
ず
福
山
敏
男
が
、
⑤
に
よ
っ
て
天
平
十
一
年
六
月
中
に
経
堂
南
北
庇
二
間
、

竈
屋
一
間
、
厠
一
間
が
造
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
の
が
早
い
。
こ
の
時
期
の
写

経
所
に
つ
い
て
重
要
な
指
摘
を
し
た
の
は
山
田
英
雄
で
あ
る （

�）。
次
に
本
稿
と
か
か

わ
る
点
を
整
理
す
る
。

（
１
）
②
は
東
院
写
一
切
経
所
と
は
別
の
増
築
計
画
の
費
用
の
申
請
で
あ
る
。

（
２
）
③
に
よ
っ
て
泉
木
屋
所
か
ら
材
木
を
購
入
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
①
と
対
応
す
る
。

（
３
）
②
に
見
え
る
籬
料
の
久
礼
一
四
枚
の
購
入
と
そ
の
た
め
の
車
一
両
を
減

ら
し
た
。

（
４
）
①
の
写
経
殿
一
間
は
、
既
存
の
不
明
の
建
物
に
庇
を
増
設
し
た
も
の
で

新
設
で
は
な
い
。

（
５
）
増
築
に
伴
い
、
ま
た
経
生
を
増
や
し
た
た
め
に
竈
屋
と
厠
を
増
設
し
た

が
、
そ
の
工
事
は
⑥
に
釘
八
隻
を
受
け
た
こ
と
が
見
え
る
七
月
一
五
日

に
は
ま
だ
継
続
し
て
い
た
。

つ
ぎ
に
山
下
有
美
も
①
⑤
を
あ
げ
、
東
院
写
一
切
経
所
は
平
城
宮
の
東
張
り
出

し
部
の
東
院
に
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る （

�）。

以
下
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
受
け
て
①
～
⑥
を
検
討
し
た
い
。
こ
れ
等
の
史

料
の
数
値
に
は
若
干
の
齟
齬
が
あ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
山
田
英
雄
が
種
々

論
じ
て
い
る
の
で
そ
れ
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
史
料
の
整
理
か
ら
始
め
る
。

繁
を
避
け
て
要
点
を
述
べ
る
と
、
①
と
③
は
貼
り
直
さ
れ
て
い
る
が
、
③
は
①

の
材
木
（
藁
を
の
ぞ
く
）
が
泉
木
屋
所
か
ら
運
ば
れ
た
記
録
と
し
て
貼
り
継
が
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
①
の
端
裏
に
「
泉
木
屋
木
数
注
案
知
」
と
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
①
③
の
継
は
奈
良
時
代
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
と

考
え
て
よ
い
。

写
経

殿
（

経
堂

）
①
に
よ
る

と
、
「
写
経
殿
」
一
間
の
た
め
の

材
木
は
庇
料
と
経
師
等

床
敷
料
に

充
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
山
田
（
４
）
が
、
写
経
殿
は

既
存
の
不
明
の
建
物
に
庇
を
増
設

し
た
も
の
で
新
設
で
は
な
い
、
と

指
摘
し
て
い
る
点
は

妥
当
で
重
要

で
あ
る
。

こ
の
庇
は
⑤
に
「
経
堂
南
北
庇

写経所の施設とその変遷（上）〔栄原〕
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二
間
長
各
七
丈
」
と
あ
る
も
の
に
相
当
す
る
か
ら
、
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
桁
行

七
丈
の
東
西
棟
の
建
物
の
南
北
両
側
に
庇
を
増
設
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
使

用
し
た
柱
が
一
六
本
で
あ
る
か
ら
、
片
側
八
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
〇

尺
等
間
の
桁
行
七
間
の
東
西
棟
の
建
物
の
南
北
に
二
面
庇
を
付
設
し
た
と
理
解
で

き
る
。
庇
の
東
西
長
は
七
丈
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
庇
部
分
は
経
師
等
の
活
動
ス
ペ
ー

ス
を
拡
張
し
た
も
の
で
、
床
張
り
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
庇
の
出
の
長
さ
は
不
明

で
あ
る
。
も
と
の
建
物
の
梁
行
は
何
間
か
不
明
で
あ
る
が
、
三
間
で
あ
れ
ば
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
て
い
る
。
庇
を
加
え
て
七
間
×
五
間
の
建
物
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
（
図
１
）。

こ
こ
で
、
経
堂
の
規
模
と
収
容
人
員
の
関
係
に
つ
い
て
、
見
当
を
つ
け
て
お
き

た
い
。
東
院
写
一
切
経
所
の
経
堂
は
東
西
棟
で
身
舎
（
一
〇
尺
等
間
の
桁
行
七
間
と

梁
行
三
間
〔
一
〇
尺
等
間
と
推
定
〕
）
に
両
庇
が
付
い
た
も
の
で
あ
っ
た
（
庇
の
出
を

一
〇
尺
と
仮
定
）。
こ
の
大
き
さ
の
経
堂
で
は
、
ど
の
程
度
の
人
々
が
同
時
に
働
け

る
の
か
。

前
述
の
よ
う
に
、
折
薦
畳
一
枚
に
経
師
二
人
と
い
う
福
山
敏
男
の
推
定
は
妥
当

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
写
経
所
で
使
用
さ
れ
て
い
た
経
師
用
の
折
薦
畳
の
大

き
さ
は
明
ら
か
で
な
い
。
そ
こ
で
延
喜
掃
部
寮
式
に
見
え
る
各
種
の
帖
に
注
目
し

た
い
。
官
人
等
に
支
給
さ
れ
る
雑
給
料
に
注
目
す
る
と
、
そ
れ
に
も
各
種
の
規
格

が
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
長
帖
一
九
尺
×
三
・
六
尺
と
狭
帖
八
尺
×
三
・
六
尺
と

い
う
規
格
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
を
参
考
に
し
て
、
写
経
所
に
お
け
る

折
薦
畳
の
一
般
的
な
大
き
さ
を
八
尺
×
三
・
六
尺
と
仮
定
す
る
こ
と
と
す
る
。
経

師
一
人
分
の
ス
ペ
ー
ス
は
左
右
四
尺
、
前
後
三
・
六
尺
と
な
る
。
こ
こ
に
書
机
を

置
い
て
座
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
も
と
に
推
測
す
る
と
、
梁
行
側
（
南
北
方
向
）
に
は
間
隔
を
考
慮
し
て

縦
に
五
枚
敷
け
る
で
あ
ろ
う
。
経
師
一
〇
人
が
並
ん
で
座
る
こ
と
が
出
来
る
。
南

北
庇
が
な
い
場
合
は
三
枚
で
あ
ろ
う
（
同
六
人
）。
こ
れ
に
対
し
て
桁
行
側
で
は

ど
う
か
。
前
後
の
経
師
の
折
薦
畳
と
の
間
隔
を
適
当
に
と
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、

一
〇
枚
程
度
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
る
と
、
単
純
に
計
算
す
れ
ば
、
先

の
規
模
の
経
堂
に
は
経
師
用
の
折
薦
畳
が
五
〇
枚
程
度
並
べ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る

（
庇
な
し
の
場
合
は
三
〇
枚
程
度
）。

し
か
し
、
経
師
・
装

�・
校
生
、
事
務
局
の
雑
使
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
と

す
る
ス
ペ
ー
ス
は
異
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
校
生
は
校
書
長
机
を
使
用
し
て

い
た
ら
し
く
、
そ
の
規
格
は
不
明
だ
が
経
師
の
書
机
と
は
大
き
さ
が
違
っ
て
い
た

で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
を
置
く
畳
の
大
き
さ
が
違
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
事
務

に
必
要
な
各
種
の
櫃
や
そ
の
他
の
収
納
具
を
並
べ
る
ス
ペ
ー
ス
や
、
出
入
り
口
部

分
の
ス
ペ
ー
ス
、
水
飲
み
場
が
あ
っ
た
ら
し
い
か
ら
そ
の
ス
ペ
ー
ス
、
さ
ら
に
堂

内
の
通
路
も
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
右
の
経
師
用
の
折
薦
畳
数
か
ら
差
し
引

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ど
の
程
度
差
し
引
け
ば
よ
い
か
は
、
も
は
や
何
の
根
拠
も
な

い
が
、
仮
に
二
、
三
割
と
す
る
と
四
〇
～
三
五
枚
（
庇
な
し
の
場
合
二
四
～
二
一
枚
）

と
な
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
経
堂
に
は
、
経
師
等
を
七
〇
～
八
〇
人
（
庇
な
し
の
場

合
四
〇
～
五
〇
人
）
程
度
収
容
で
き
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、

仮
定
を
積
み
重
ね
た
ま
っ
た
く
の
推
測
に
過
ぎ
な
い
の
で
固
執
す
る
つ
も
り
は
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
程
度
の
大
き
さ
の
経
堂
一
棟
で
働
け
る
人
数
の
目
安
と
し
て

参
考
と
し
う
る
の
で
は
な
い
か
。

厠
①
の
厠
は
⑤
の
厠
一
間
（
長
四
丈
、
広
一
丈
）
に
相
当
す
る
が
、
こ
れ
の

た
め
の
資
材
は
⑤
藁
三
二
囲
（
①
で
は
藁
三
〇
囲
）
の
み
で
あ
り
、
か
つ
①
に
は

こ
の
藁
に
つ
き
「
塗
厠
壁
料
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
時

期
に
厠
は
新

設
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
以
前
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
壁
を
塗
っ
て

補
修
し

た
の
で
あ
る
。
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竈
屋
と
籬

①
③
の
間
の
空
白
部
分
に
②
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
関
連

し
て
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
④
が
存
在
す
る
。
④
と
②
は
ほ

ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
②
は
④
に
も
と
づ
い
て
、
④
よ
り
も
後
で
①
③
の
間
に
追
記

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

山
田
（
１
）
で
は
、
②
は
東
院
写
一
切
経
所
と
は
別
の
増
築
計
画
と
し
て
い
る
。

④
②
に
よ
っ
て
□

�庇
と
籬
の
工
事
が
申
請
さ
れ
た
が
、
確
か
に
こ
れ
が
写
経
関

連
施
設
で
あ
る
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
⑤
は
以
上
の
①
③
と
②
④
の
両

方
を
統
合
し
た
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
両
方
で
経
堂
南
北
庇
・
竈
屋
・
厠
の

工
事
を
行
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
経
堂
南
北
庇
と
厠
の
工
事
は
①
で
予
算

申
請
さ
れ
て
い
る
の
で
、
②
④
で
予
算
申
請
さ
れ
た
の
は
⑤
の
竈
屋
に
相
当
す
る

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

山
田
（
１
）
が
②
を
東
院
写
一
切
経
所
の
施
設
で
は
な
い
と
し
た
の
は
、
⑥
の

東
院
写
一
切
経
所
受
物
帳
に
②
の
費
用
一
貫
五
〇
六
文
の
受
領
が
記
さ
れ
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
竈
屋
の
工
事
が
写
経
司
の
担

当
で
な
さ
れ
た
た
め
に
工
事
費
用
が
東
院
写
一
切
経
所
に
ま
わ
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
④
②
の
施
設
が
東
院
写

一
切
経
所
と
関
係
な
い
と
す
る
必
要
は
な
い
。

竈
屋
と
は
、
竈
を
も
つ
施
設
で
あ
ろ
う
か
ら
、
後
述
す
る
時
期
の
写
経
所
関
係

施
設
と
比
較
す
る
と
、
料
理
供
養
所
（
厨
）
に
相
当
す
る
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
竈
屋
に
つ
い
て
④
が
語
る
の
は
、
□

�庇
一
間
と
長
四
丈
の
籬
一
処
を
作

る
こ
と
で
あ
る
。
②
で
は
庇
八
間
と
籬
一
所
長
四
長

（

�）を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

竈
屋
そ
の
も
の
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
の
は
庇
の
取
り
付
け
工
事
で
あ
る
の
で
、
竈

屋
本
体
は
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
籬
の
た
め
の
久
礼
一
四

な
い
し
一
五
枚
の
購
入
は
、
山
田
（
３
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
実
行
さ
れ
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
籬
は
造
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
籬
は
竈
屋
に
付
属
す
る
目

隠
し
塀
の
よ
う
な
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
厠
と
の
間
を
仕
切
る
施
設
と

し
て
予
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

竈
屋
一
間
の
規
模
は
、
⑤
に
長
四
丈
・
広
二
丈
と
あ
り
、
こ
れ
は
身
舎
の
規
模

で
あ
ろ
う
。
庇
を
付
設
す
る
た
め
の
材
木
は
、
柱
四
本
・
久
礼
四
〇
枚
・
簀
子
二

一
枚
で
あ
っ
た
。
久
礼
と
簀
子
が
そ
れ
ぞ
れ
屋
根
板
と
床
板
と
す
る
と
、
こ
の
庇

は
壁
の
な
い
簡
素
な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た

建
物
と
庇
の
平
面
構
造
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
決
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

東
院

以
上
に
よ
る
と
、
①
～
⑥
の
写
経
殿
（
経
堂
）・
竈
屋
・
厠
は
、
い
ず

れ
も
天
平
十
一
年
六
月
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
庇
を

付
設
し
壁
塗
す
る
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
が
以
前

に
写
経
関
係
施
設
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

①
～
⑥
は
工
事
が
行
わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
史
料
で
あ
る
か
ら
、
工
事
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
関
連
建
物
が
そ
れ
以
外
に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

以
後
の
時
代
の
例
か
ら
す
る
と
、
宿
所
や
湯
屋
も
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ら
は
東
院
と
称
さ
れ
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の
区
画
施
設
で
囲
ま
れ
て
院

・

を
な
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
以
前
か
ら
区
画
施
設
で
囲
ま
れ
た
院
が

存
在
し
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
部
の
建
物
に
工
事
を
施
し
て
東
院
写
一
切
経
所
と

し
て
使
用
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
写
経
施
設
の
セ
ッ
ト
と
し
て
、

経
堂
・
厨
・
厠
・
宿
所
・
湯
屋
各
一
棟
な
ど
が
区
画
施
設
で
囲
ま
れ
て
院
を
な
し

て
い
る
姿
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

（
３
）
写
経
司
・
東
院
写
一
切

経
所
の

写
経
施
設
の

相
互
関

係

こ
の
点
に
つ
い
て
の
研
究
史
の
整
理
は
旧
稿
で
行
っ
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
そ

れ
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
旧
稿
に
お
け
る
私
見
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
を
簡
単
に
整

理
し
て
お
く
。
旧
稿
で
は
次
の
点
を
指
摘
し
た
。

（
１
）
堀
池
・
井
上
・
山
田
の
検
討
に
よ
り
、
東
院
写
一
切
経
所
は
写
経
司
に

写経所の施設とその変遷（上）〔栄原〕
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包
摂
も
し
く
は
統
括
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

（
２
）
写
経
司
の
所
在
地
は
角
寺
か
ら
中
嶋
院
に
移
っ
た
。

（
３
）
写
経
司
は
対
外
的
事
務
、
東
院
写
一
切
経
所
は
写
経
事
業
の
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
を
担
当
す
る
と
い
う
分
担
関
係
が
成
立
し
て
い
た
。

（
４
）
写
経
司
の
終
見
と
東
院
写
一
切
経
所
の
活
動
停
止
は
天
平
一
二
年
四
月

半
ば
の
ほ
ぼ
同
時
期
で
、
同
年
四
月
下
番
か
ら
翌
天
平
一
三
年
閏
三
月

十
一
日
の
期
間
は
両
者
は
活
動
を
中
断
す
る
。

（
５
）
中
断
の
長
期
化
に
よ
っ
て
両
機
関
は
事
実
上
解
体
状
態
と
な
っ
た
。
そ

の
後
荘
厳
が
進
行
も
し
く
は
完
成
し
て
い
た
福
寿
寺
に
、
皇
后
宮
職
管

下
の
福
寿
寺
写
一
切
経
所
が
設
置
さ
れ
、
天
平
一
三
年
閏
三
月
か
ら
写

経
が
再
開
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
山
下
有
美 （

�）は
、
五
月
一
日
経
と
外
写
の
両
方
が
写
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
注
目
し
て
、
写
経
司
は
か
な
り
の
数
の
外
写
を
行
っ
て
い
た
。
東
院
写
一

切
経
所
は
、
外
写
を
行
う
場
と
切
り
離
し
て
五
月
一
日
経
の
写
経
を
継
続
し
て
行

う
場
と
し
て
設
置
さ
れ
た
、
と
し
た
。
ま
た
（
５
）
に
つ
い
て
、
写
経
司
と
い
う

皇
后
宮
職
の
恒
常
的
な
機
関
の
解
体
を
想
定
す
る
必
要
は
な
く
、
中
断
期
間
に
は

皇
后
宮
か
ら
福
寿
寺
へ
の
移
転
の
た
め
の
整
理
や
準
備
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
、

と
し
た
。
こ
の
山
下
の
批
判
は
、
（
５
）
の
一
部
を
除
い
て
妥
当
で
あ
る （

�）。
そ
こ

で
こ
れ
を
施
設
の
面
か
ら
受
け
止
め
た
い
。

こ
の
時
期
の
主
な
写
経
事
業
と
し
て
百
部
法
華
経
八
〇
〇
巻
、
福
寿
寺
大
般
若

経
六
〇
〇
巻
、
五
月
一
日
経
の
大
般
若
経
六
〇
〇
巻
（
以
下
、
五
月
大
般
若
経
）
そ

の
他
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
で
検
討
し
た
の
で
詳
細
は
そ
れ
に
ゆ
ず

り （

�）、
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
時
期
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
。
ま
ず
福
寿
寺
大
般
若
経

は
天
平
一
〇
年
三
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
同
五
月
ご
ろ
も
写
さ
れ
て
い
た
が
そ
の
後

中
断
し
、
天
平
十
一
年
八
月
ご
ろ
に
再
開
し
て
同
十
一
月
ご
ろ
に
は
終
了
し
た
と

考
え
ら
れ
た
。
そ
の
終
了
を
受
け
て
同
十
一
月
か
ら
五
月
大
般
若
経
の
写
経
事
業

が
始
ま
り
、
天
平
一
二
年
四
月
ご
ろ
ま
で
写
さ
れ
た
あ
と
中
断
し
た
が
、
残
り
は

天
平
一
三
年
中
に
は
写
さ
れ
た
ら
し
い
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
福
寿
寺
大
般
若
経
の
写
経
事
業
が
始
ま
っ
た
時
、
東
院
写
一

切
経
所
は
ま
だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
当
然
写
経
司
で
行
わ
れ
た
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
に
対
し
て
五
月
大
般
若
経
の
ほ
う
は
、
東
院
写
一
切
経
所
で
始
め
ら
れ
、

次
の
福
寿
寺
写
一
切
経
所
に
引
き
継
が
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
百
部
法
華
経
の
写
経
事
業
は
、
天
平
十
一
年
二
月
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
、

同
四
月
ご
ろ
に
は
終
了
し
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
東
院
写
一
切
経
所
の
設
置

前
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
写
経
司
に
お
い
て
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
写
経
司
で
は
福
寿
寺
大
般
若
経
と
百
部
法
華
経
が
写
さ
れ
、

東
院
写
一
切
経
所
で
五
月
大
般
若
経
が
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
以

上
に
は
述
べ
な
か
っ
た
が
、
手
実
帳
に
よ
る
と
、
大
方
等
大
集
経
な
ど
一
七
七
巻

や
大
宝
積
経
一
二
部
一
二
〇
巻
の
写
経
が
写
経
司
で
行
わ
れ
、
五
月
一
日
経
が
東

院
写
一
切
経
所
に
お
い
て
、
天
平
十
一
年
七
月
下
番
か
ら
さ
か
ん
に
写
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
東
院
写
一
切
経
所
に
は
、
先
に
検
討
し
た
よ
う
な
施
設
の
セ
ッ
ト
が
存
在

し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
写
経
司
に
つ
い
て
は
適
切
な
史
料
が
な
い
の
が
残
念

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
施
設
セ
ッ
ト
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
な
し
に
は
こ
の
よ
う
な
写
経
は
で
き
な
い
。

以
上
の
写
経
司
と
東
院
写
一
切
経
所
の
施
設
群
の
所
在
地
は
、
隅
寺
・
皇
后
宮

（
の
ち
の
法
華
寺
）
の
中
嶋
院
や
そ
の
近
隣
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が （

�）、
明
確
で

は
な
い
。
そ
こ
か
ら
遅
く
と
も
天
平
一
〇
年
三
月
こ
ろ
に
淵
源
を
持
つ
福
寿
寺 （

�）の

付
近
に
天
平
一
三
年
閏
三
月
ご
ろ
移
転
し
た
。

論 文
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４
福
寿
寺
写
一
切
経
所
・
金
光
明
寺
写
一
切
経
所
の
写
経
施
設

（
１
）
福
寿
寺
写
一
切
経
所

前
述
の
よ
う
に
、
天
平
一
三
年
閏
三
月
ご
ろ
、
写
経
司
・
東
院
写
一
切
経
所
は
、

福
寿
寺
付
近
に
移
転
し
た
。
前
者
の
施
設
が
解
体
・
移
築
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
後
者
の
場
所
で
新
設
さ
れ
た
の
か
、
明
ら
か
で
な
い
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
私
見
で
は
、
天
平
一
四
年
五
月
末
日
に
福
寿
寺
写
一
切
経

所
は
金
光
明
寺
写
一
切
経
所
と
改
称
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
福
寿
寺
写
一
切
経
所
の

廃
止
、
金
光
明
寺
写
一
切
経
所
新
設
と
い
う
大
規
模
な
変
動
で
は
な
く
、
単
な
る

名
称
変
更
で
あ
る
、
と
し
た （

�）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
皇
后
宮
職
管
下
の
福
寿
寺

写
一
切
経
所
か
ら
、
大
養
徳
国
国
分
金
光
明
寺
の
造
営
機
構
と
考
え
ら
れ
る
金
光

明
寺
造
物
所
管
下
の
金
光
明
寺
写
一
切
経
所
へ
の
組
織
上
の
変
化
を
顧
慮
し
て
い

な
い
点
が
問
題
で
あ
る
が
、
施
設
と
し
て
は
同
じ
も
の
が
変
化
な
く
継
承
さ
れ
た

こ
と
に
注
意
し
た
い
。

そ
う
す
る
と
、
福
寿
寺
写
一
切
経
所
と
金
光
明
寺
写
一
切
経
所
と
は
、
施
設
と

し
て
の
実
態
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
所
在
地
や
施
設
の
面
で
は
、
写

経
司
・
東
院
写
一
切
経
所
か
ら
福
寿
寺
写
一
切
経
所
へ
の
移
転
が
重
要
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
福
寿
寺
写
一
切
経
所
の
施
設
の
造
営
あ
る
い
は
規
模
に
関
す
る
史

料
は
一
点
も
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
、
福
寿
寺
写
一
切
経
所
に
関
す
る
史
料
そ
の

も
の
が
わ
ず
か
し
か
残
存
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
た
ま
た
ま
施

設
に
関
す
る
史
料
が
残
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
、
造
営
工
事
が
行
わ
れ
た
の
か
、
そ

れ
と
も
既
存
の
何
ら
か
の
施
設
を
利
用
し
た
た
め
な
の
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
２
）
金
光
明
寺
写
経
所

金
光
明
寺
写
一
切
経
所
は
天
平
一
四
年
六
月
一
日
か
ら
天
平
一
九
年
末
ま
で
存

在
し
て
い
た
。
こ
の
写
経
所
で
は
、
福
寿
寺
写
一
切
経
所
で
行
わ
れ
て
い
た
五
月

一
日
経
や
千
手
経
一
〇
〇
〇
巻 （

�）の
写
経
事
業
が
引
き
続
き
行
わ
れ
た
。
こ
の
う
ち

千
手
経
は
天
平
一
五
年
四
月
中
に
書
写
過
程
が
終
了
し
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
入
れ
替
わ

る
よ
う
に
天
平
一
五
年
四
月
一
日
か
ら
は
聖
武
天
皇
発
願
の
大
官
一
切
経
の
写
経

事
業
の
上
紙
や
充
紙
が
始
め
ら
れ
た （

�）。
一
方
五
月
一
日
経
は
天
平
一
五
年
五
月
か

ら
書
写
対
象
が
偽
疑
経
・
録
外
経
・
章
疏
へ
と
拡
大
さ
れ
た
。
大
官
一
切
経
は
同

年
末
で
中
断
す
る
が
、
天
平
一
八
年
一
月
か
ら
先
写
一
切
経
と
し
て
再
開
さ
れ
南

堂
で
写
さ
れ
た
。
ま
た
こ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
聖
武
天
皇
発
願
の
後
写
一
切
経

の
写
経
事
業
も
北
堂
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
五
月
一
日
経
・
先
写
・

後
写
の
三
つ
の
一
切
経
が
並
行
し
て
写
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
一
切

経
の
写
経
は
、
次
の
東
大
寺
写
経
所
の
時
期
に
も
継
続
さ
れ
た
。

ま
た
天
平
一
七
年
九
月
一
日
に
聖
武
天
皇
に
よ
っ
て
発
願
さ
れ
た
難
波
之
時
御

願
大
般
若
経
の
写
経
事
業
は
、
同
年
一
〇
月
末
ご
ろ
か
ら
動
き
だ
し
、
同
一
八
年

五
月
ご
ろ
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

主
と
し
て
こ
の
よ
う
な
写
経
事
業
が
行
わ
れ
た
こ
の
写
経
所
の
施
設
に
関
す
る

史
料
は
乏
し
く
、
そ
の
実
態
を
つ
か
む
こ
と
は
難
し
い
。
「
写
官
一
切
経
所
告
朔

解
案
」
（
正
集

19②
裏
、
８
ノ

222～

227、
「
写
官
一
切
経
所
解
案
」
正
集

22②
裏
、
８
ノ

285

～

290は
案
文
）
は
、
大
官
一
切
経
の
写
経
を
担
当
し
た
写
官
一
切
経
所
の
天
平
一

五
年
四
～
七
月
の
行
事
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
、

従
装

�所
進
上
紙
六
千
九
百
張

と
あ
る
。
こ
の
数
字
は
「
一
切
経
本
充
并
納
紙
帳
〈
大
官
一
切
経
紙
上
帳
〉」
（
続
々

修
２
ノ
２
①

�
�、

８
ノ

171～

178）
の
同
期
間
の
張
数
合
計
に
合
致
す
る
。
こ
の
帳

簿
は
、
冒
頭
に
、

天
平
十
五
年
四
月
一
日
始
大
官
一
切
経
紙
書
写
堂
上

と
あ
り
、
「
装

�所
」
が
継
打

界
を
施
し
た
大
官
一
切
経
に
用
い
る
紙
を
「
書
写

堂
」
に
進
上
し
た

記
録
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

写経所の施設とその変遷（上）〔栄原〕
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装

�所
は
、
大
隅
亜
希
子
が
指
摘
す
る
よ
う
に （

�）天
平
十
一
年
四
月
か
ら
同
二
一

年
二
月
の
間
に
史
料
に
み
え
る
組
織
で
あ
る
。
紙
を
書
写
堂
に
送
る
に
あ
た
っ
て
、

あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
巻
数
を
誰
か
に
「
付
」
し
て
「
送
上
」
「
進
上
」
し
て
い

る
。
大
官
一
切
経
の
写
経
が
天
平
一
五
年
末
に
中
断
す
る
ま
で
に
付
さ
れ
た
人
物

を
「
写
官
一
切
経
所
告
朔
解
案
」
（
下
段
）
と
対
照
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

尾
張

校
生
尾
張
少
土

田
辺
道
主

校
生
田
辺
道
主

男
縄

（
見
え
ず
）

角
経
師
角
恵
万
呂

古
頼

経
師
古
頼
小
僧

君
子

校
生
君
子
真

�
仕
丁
鴨
部
乙
万
呂

（
見
え
ず
）

主
寸

校
生
村
主
五
百
国

多
比
（
田
治
比
）
乙
万
呂
（
見
え
ず
）

山
部
花

経
師
山
部
花

田
辺
当
成

校
生
田
辺
当
成

勝
部
大
津

（
見
え
ず
）

勝
部
薬

（
見
え
ず
）

秦
大
月

（
見
え
ず
）

川
原

校
生
川
原
人
成

こ
れ
に
よ
る
と
、
校
生
に
付
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
こ
れ
は
大
官
一
切

経
を
担
当
す
る
校
生
が
、
校
生
と
し
て
で
は
な
く
雑
使
と
し
て
、
書
写
堂
か
ら
紙

を
装

�の
も
と
に
受
取
り
に
行
っ
て
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
名
み
え
る
経

師
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

「
写
官
一
切
経
所
告
朔
解
案
」
に
見
え
な
い
人
物
が
数
名
い
る
が
、
か
れ
ら
は

装

�所
に
関
係
す
る
人
々
で
、
装

�所
か
ら
書
写
堂
へ
紙
を
運
ん
だ
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
う
ち
仕
丁
の
鴨
部
乙
万
呂
は
付
さ
れ
た
回
数
が
多
い
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
送
上
・
進
上
さ
れ
た
巻
物
は
、
書
写
堂
と
は
離
れ
た
場
所
で

用
意
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
書
写
堂
に
運
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
離
れ
た
場
所

と
は
装

�所
が
管
轄
す
る
施
設
で
、
そ
こ
に
は
当
然
装

�が
お
り
、
複
数
の
人
物

が
関
係
し
て
い
た
。

同
様
の
こ
と
は
五
月
一
日
経
や
間
写
経
を
写
経
し
て
い
た
写
疏
所
に
つ
い
て
も

言
い
う
る
。
五
月
か
ら
九
月
ま
で
の
五
箇
月
間
の
行
事
案
で
あ
る
「
写
疏
所
解
」

（
続
修
別
集

25①

�、
２
ノ

343～

347）
に
装

�は
見
え
ず
、
紙
は
「
自
装

�許
所
受
」

と
あ
っ
て
装

�の
許
か
ら
受
け
て
い
た
。
装

�の
許
と
は
装

�所
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。た
だ
し
、
装

�所
か
ら
書
写
堂
に
送
ら
れ
た
紙
は
、
巻
数
単
位
、
あ
る
い
は
二

〇
張
の
倍
数
単
位
（
つ
ま
り
巻
物
の
状
態
）
で
あ
る
の
で
、
継
打
界
の
の
ち
に
端

継
を
付
け
て
す
ぐ
に
書
写
が
で
き
る
状
態
に
ま
で
準
備
さ
れ
た
紙
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
す
べ
て
の
工
程
が
書
写
堂
と
は
別
の
場
所
で
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
こ

れ
ら
の
史
料
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
。
継
界
は
書
写
堂
内
で
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ

る
。
し
か
し
準
備
の
最
終
段
階
は
別
の
場
所
で
仕
上
げ
ら
れ
て
、
そ
こ
か
ら
書
写

堂
に
送
ら
れ
た
。

大
隅
亜
希
子
は （

�）、
難
波
之
時
御
願
大
般
若
経
の
写
経
事
業
に
伴
っ
て
、
天
平
一

七
年
一
〇
月
ご
ろ
何
ら
か
の
建
物
を
修
理
・
補
修
し
て
、
装

�の
作
業
場
と
は
別

に
紙
打
を
行
う
紙
屋
が
設
置
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
前
述
の
装

�所
が
管
轄
し
装

�そ
の
他
が
い
る
施
設
が
こ
の
紙
屋
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
紙

屋
の
成
立
は
、
天
平
一
五
年
四
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
、
同
一
七
年
一

〇
月
ご
ろ
に
そ
れ
が
修
理
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

大
官
一
切
経
の
写
経
事
業
に
か
か
わ
る
施
設
が
わ
ず
か
に
見
え
て
き
た
が
、
さ

論 文
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ら
に
上
述
の
「
写
官
一
切
経
所
告
朔
解
案
」
を
検
討
し
た
い
。

写
官
一
切
経
所
解
申
告
朔
事

合
請
物
紙
一
百
七
十
四
張
一
百

�張
敷
紙
并
式
下
纏

�敷
料

卅
四
張
檻
子
間
塞
料

筆
墨
直
銭
一
千
七
百
文
筆
十
七
墨
十
七
料
便
充
経
師
等

筆
卅
箇

墨
廾
九
廷

紙
刀
子
四
柄
既
充
装

�

堺
筆
十
一
箇
便
充
装

�

布
三
丈
一
丈
手
巾
二
條
料

二
丈
筆
拭
卅
條
料

辛

�五
合

机
卅
六
前
廾
六
前
従
薬
師
寺
来
廾
六
前
充
堂

十
前
従
官
来

十
前
充
写
疏
所

�卅
八
合

由
加
二
口

一
口
堂

一
口
経
師
息
所

杓
二
柄

（
中
略
）

以
前
、
七
月
以
往
行
事
、
顕
注
如
前
、
以
解
、

七
月
廾
九
日
王
国
益

辛
国
人
成

こ
れ
に
つ
い
て
福
山
敏
男
は
、
（
経
）
堂
、
写
疏
所
、
経
師
息
所
の
す
く
な
く

と
も
三
棟
の
存
在
が
知
ら
れ
、
紙
三
四
張
が
檻
子
（
窓
の
連
子
？
）
の
間
塞
（
す

き
間
ふ
さ
ぎ
）
の
料
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
詳
し

く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
机
が
堂
と
写
疏
所
に
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
堂
は
書
写

堂
の
こ
と
で
経
師
そ
の
他
が
い
た
。
写
疏
所
は
組
織
名
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
写
疏

所
と
い
う
組
織
の
あ
る
施
設
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
五
月
一
日

経
が
引
き
続
き
写
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
を
経
堂
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
由
加
に
よ
る
と
、
堂
は
書
写
堂
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
は

別
に
経
師
息
所
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

紙
三
四
枚
で
ふ
さ
が
れ
た
檻
子
が
ど
の
建
物
の
も
の
な
の
か
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
後
述
す
る
天
平
勝
宝
五
年
の
例
か
ら
み
て
、
経
堂
の
も
の
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
経
堂
と
は
、
檻
子
を
備
え
た
構
造
の
建
物
な
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
天
平
一
五
年
ご
ろ
の
金
光
明
寺
写
経
所
に
は
、
書
写
堂
、
写
疏
所

の
存
在
す
る
施
設
（
経
堂
）、
紙
屋
、
経
師
息
所
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
そ
の
他
の
施
設
と
と
も
に
お
そ
ら
く
一
院
を
な
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
書
写
堂
と
写
疏
所
の
所
在
す
る
施
設
（
経
堂
）
の

二
つ
で
あ
る
。
前
者
で
は
大
官
一
切
経
が
写
さ
れ
て
お
り
、
後
者
で
は
五
月
一
日

経
が
福
寿
寺
写
一
切
経
所
の
時
か
ら
引
き
続
き
写
さ
れ
て
い
た
。
福
寿
寺
写
一
切

経
所
か
ら
金
光
明
寺
写
一
切
経
所
へ
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
名
称
の
変
更
で
施
設

の
新
設
は
伴
わ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
写
経
の
場
は
、
福
寿

寺
写
一
切
経
所
段
階
か
ら
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
写
経
司
・
東
院

写
一
切
経
所
か
ら
福
寿
寺
写
一
切
経
所
へ
移
転
す
る
に
あ
た
っ
て
整
え
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
は
、
天
平
一
八
年
か
ら
見
え
る
南
堂
・
北
堂
に
相

当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
こ
の
移
転
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
は
単
に
場
所
の
移
動
だ
け
で

は
な
く
、
一
院
内
に
お
け
る
経
堂
の
二
堂
化
と
い
う
点
で
も
画
期
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
一
院
二
経
堂
は
、
写
経
司
と
東
院
写
一
切
経
所
の
二
院
を
一
院
に
集

約
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

５
東
大
寺
写
経
所
の

写
経
施
設

天
平
一
九
年
末
に
金
光
明
寺
造
物
所
管
下
の
金
光
明
寺
写
一
切
経
所
は
、
造
東

写経所の施設とその変遷（上）〔栄原〕
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大
寺
司
前
身
機
構
の
も
と
に
移
管
さ
れ
て
東
大
寺
写
経
所
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は

南
堂
・
北
堂
に
加
え
て
東
堂
・
西
堂
の
増
設
を
伴
っ
て
い
た
。
前
者
は
福
寿
寺
・

金
光
明
寺
の
近
辺
の
現
東
大
寺
上
院
地
区
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
者
は
、

天
平
勝
宝
八
歳
六
月
九
日
の
「
山
堺
四
至
図
」
の
「
経
房
」
と
関
係
す
る
な
ら （

�）、

現
東
大
寺
中
心
伽
藍
地
区
周
辺
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
上
院
地
区
の

写
経
施
設
セ
ッ
ト
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
中
心
伽
藍
地
区
に
も
う
一
つ
の

写
経
施
設
セ
ッ
ト
を
設
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
以
後
は
、
主
と
し
て
後
者
の
方

が
使
用
さ
れ
て
い
っ
た
。

天
平
一
九
年
以
降
の
大
規
模
な
写
経
事
業
と
し
て
は
、
天
平
一
九
年
以
降
の
二

〇
部
六
十
華
厳
経 （

�）、
天
平
二
〇
年
か
ら
の
千
部
法
華
経 （

�）、
百
部
最
勝
王
経
、
天
平

勝
宝
元
年
か
ら
の
大
般
若
経
一
部
、
同
二
年
か
ら
の
百
部
法
華
経
、
寿
量
品
四
〇

〇
〇
巻 （

�）な
ど
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
千
部
法
華
経
に
つ
い
て
私
は
東
堂
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た （

�）。

ま
た
布
施
申
請
解
案
に
よ
る
と
、
経
師
・
装

�・
校
生
・
題
師
の
布
施
申
請
人
数

の
合
計
は
、
一
か
月
あ
た
り
最
高
で
五
九
人
、
中
断
後
に
再
開
し
て
か
ら
は
二
〇

～
五
〇
人
台
で
推
移
し
た
。
同
時
に
作
業
を
し
て
い
た
人
数
は
こ
れ
よ
り
数
割
程

度
少
な
く
な
る
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
数
名
ほ
ど
の
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
を
加

え
て
五
〇
人
台
程
度
の
座
席
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
さ
き
に
想

定
し
た
経
堂
一
棟
あ
た
り
の
収
容
人
数
か
ら
す
る
と
、
東
堂
一
棟
で
十
分
に
収
容

可
能
で
あ
っ
た
。

（
１
）
天
平
勝
宝
三
年
の
施
設

天
平
勝
宝
三
年
三
月
十
一
日
に
金
字
花
厳
経
一
部
八
〇
巻
の
用
度
申
請
解
が
作

成
さ
れ
（

11ノ

497～

499）、
紫
紙
の
納
入
と
継
打
界
の
作
業
が
始
め
ら
れ
た
。
界
料

の
銀
泥
は
じ
め
諸
物
資
も
納
入
さ
れ
（

11ノ

161～

162な
ど
）、
経
師
息
所
も
造
ら
れ

た
。
五
月
一
二
日
に
は
本
経
と
し
て
羂
索
堂
か
ら
八
十
華
厳
経
二
部
（
麁
経
・
注

経
各
一
部
）
を
受
け
取
り
（
９
ノ

604～

605）、
同
一
五
日
か
ら
充
本
・
充
紙
墨
が
始

ま
っ
た
。
当
初
は
経
師
一
三
人
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
八
人
で
行
わ
れ

た
。
八
月
食
口
（

11ノ

512）
に
題
師
・
瑩
題
が
見
え
る
か
ら
、
こ
の
頃
に
は
装
丁

も
終
わ
っ
た
ら
し
い
。
た
だ
し
緒
が
つ
け
ら
れ
た
の
は
そ
れ
よ
り
遅
れ
て
一
〇
月

以
降
で
あ
っ
た
ら
し
い
（

25ノ

40～

41）。

「
写
書
所
納
物
帳
」
（
正
集
８
②
裏
、
３
ノ

537～

539）
は
、
こ
の
写
経
事
業
の
た
め

の
諸
物
資
の
納
入
帳
簿
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
書
写
開
始
前
の
五
月
三
日
に
、

何
ら
か
の
神
事
の
た
め
に

弓
五

枝
・
大
刀
五

柄
・
胡

禄
五
具
が
受
け
取
ら
れ
て
お

り
、
羂
索
堂
の
本
経
を
用
い
た
こ
と
と
と
も
に
、
こ
の
写
経
事
業
に
よ
る
紫
紙
金

字
・
銀
泥
界
（

11ノ

498な
ど
）
の
経
巻
が

特
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

示
唆
す
る
。

時
期
的
に
見
て
、
大

仏
開
眼

会
に
お
け
る
講
説
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
「
写
書
所
納
物
帳
」
に
よ
る
と
、
花
厳
経
師
の
食
に

備
え
る
た
め
に
食
器

そ
の

他
が
納
入
さ
れ
て
い
る
の
で
食
所
が
存
在
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
、
「
経
堂
」

で
用
い
る
た
め

猪
牙
そ
の

他
が
納
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
既
存
の
経
堂
で
写
経
が

行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に

経
師

曹
司
料
請

雑

� 小
柱
十
一
枝

椙
三 板

百
枚

久 檜

礼
四
枝

簀
子
八
枝

黒
葛
一

斤
縄

廾
了

と
あ
る
。
天
平
勝
宝
三
年
六
月
一
日
「
写
書
所
解
」
（

続
々

修

38ノ
２

③

	、

11ノ

518～

523）
は
同
年
五
月

告
朔
解
案
で
あ
る
が
、
そ
の
月
中

雑
物
に

対
応
す
る

記
載

が
あ
る
。
「
経
師
息
所
」
を
造
る
た
め
の

木
材
等
が
納
入
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
る
。

簀
子
八
村

小
柱
十
一
枚

椙
板
三
百

枚
檜
枌
四

枚

黒
葛
一
斤

縄
十
三
了
三

了
針
縄
者

已
上
造
経
師
息
所
料

両
者
を

比
較
す
る
と
、

縄
の
数
量
以
外
は
一
致
す
る
の
で
、
同
じ
建
物
に
関
す

論 文
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る
史
料
で
あ
る
が
、
「
経
師
曹
司
」
と
「
経
師
息
所
」
で
異
な
っ
て
い
る
。
前
述

の
よ
う
に
、
こ
の
書
写
は
既
存
の
経
堂
で
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
経
師

の
作
業
場
所
で
あ
る
経
師
曹
司
を
新
築
あ
る
い
は
増
設
す
る
こ
と
は
落
ち
着
か
な

い
。
特
別
の
経
巻
の
写
経
に
従
事
す
る
経
師
等
の
た
め
に
宿
舎
を
新
築
し
た
と
見

る
の
が
よ
か
ろ
う
。
こ
の
宿
舎
は
、
小
柱
十
一
枝
を
用
い
て
建
て
ら
れ
た
の
で
、

桁
行
三
間
、
梁
行
二
間
で
中
仕
切
り
を
も
つ
も
の
と
想
定
さ
れ
る （

�）。
椙
板
の
多
さ

か
ら
み
て
床
張
り
で
あ
ろ
う
。

天
平
勝
宝
三
年
に
つ
い
て
は
、
正
月
か
ら
十
二
月
の
告
朔
案
・
食
口
案
が
残
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
仕
丁
の
散
役
の
項
に
は
、
食
領
や
仕
丁
が
打
紙
・
食
所
駆

使
・
沸
湯
に
従
事
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
福
山
は
経
師
息
所
が

作
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
天
平
勝
宝
三
年
に
は
経
堂
・
食
所
・

経
師
息
所
（
宿
所
）
の
ほ
か
に
紙
屋
・
温
屋
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
は
何
ら
か
の
区
画
施
設
で
囲
ま
れ
て
一
院
を
な
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
う
ち
経
堂
は
、
二
年
後
の
天
平
勝
宝
五
年
の
経
堂
と
見
ら
れ
る
。
後
者
の

経
堂
は
、
次
に
見
る
よ
う
に
、
現
東
大
寺
境
内
の
上
院
地
区
に
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
、
天
平
勝
宝
三
年
段
階
の
経
堂
も
同
様
で
、
南
堂
・
北
堂
の
い
ず
れ
か

で
あ
ろ
う
。

天
平
勝
宝
三
～
五
年
に
か
け
て
は
、
大
規
模
な
写
経
事
業
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

多
く
て
も
百
数
十
巻
程
度
の
写
経
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
上
述
の
中
心
伽
藍

地
区
の
写
経
施
設
セ
ッ
ト
で
も
あ
る
い
は
上
院
地
区
の
そ
れ
で
も
十
分
に
対
応
で

き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
天
平
勝
宝
五
年
の
経
堂

そ
の
二
年
後
の
天
平
勝
宝
五
年
八
月
ご
ろ
、
「
経
堂
」
の
檻
（
連
子
窓
）
が
修

理
さ
れ
た
。
山
下
有
美
は
、
写
書
所
の
同
年
八
月
食
口
に
「
画
師
拾
人
塗
緑
青
経
堂
檻
」

と
あ
る
と
と
も
に
、
舎
人
に
つ
い
て
「
十
三
人
洗
経
堂
」
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

（

12ノ

405～

406）、
老
朽
化
し
た
経
堂
を
修
理
・
彩
色
し
て
洗
浄
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
経
堂
を
上
院
地
区
に
存
在
し
た
南
堂
・
北
堂
の
い
ず
れ
か
と
考
え
た （

�）。

連
子
の
部
分
は
緑
青
、
辺
面
（
窓
枠
）
部
分
に
赤
土
が
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
様
態
は
年
欠
「
写
書
所
解
」
（
続
々
修

40ノ
１
③

�裏
、

13ノ

38）
に
よ
っ

て
知
ら
れ
る
。

写
書
所
解

申
修
理
経
堂
檻
并
用
緑
青
等
事

合
檻
陸
間
四
間
別
高
四
尺
四
寸
広
八
尺

二
間
別
高
六
尺

広
八
尺

連
子
九
十
二
枝

�八
枝
別
長
八
尺

�四
枝
別
高
六
尺
並
四
面
広
別
二
寸

連
子
辺
面
廾
八
面
八
面
別
高
四
尺
四
寸

八
面
別
長
八
尺

四
面
別
長
八
尺

八
面
別
高
六
尺
並
広
四
寸
五
分

請
緑
青
弐
拾
斤
伍
両
大

用
拾
玖
斤
玖
両
弐
分

残
拾
壱
両
弐
分
大

膠
弐
拾
斤
小

十
三
斤
用
緑
青
塗
料

七
斤
用
赤
土
塗
料

（
以
下
余
白
）

こ
れ
に
つ
い
て
福
山
敏
男
は
、
こ
の
檻
は
い
ず
れ
も
窓
で
、
横
連
子
ま
た
は
縦

連
子
・
辺
面
（
唐
戸
面
の
枠
？
）
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
、
経
堂
は
白
木
造
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の

装
飾
を
持
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
福
山
の
簡
潔
な

指
摘
を
参
考
に
し
て
、
こ
の
史
料
を
さ
ら
に
検

討
し
て

み
た
い
。

ま
ず
、
「
修
理
」
の

意
味
は

必
ず
し
も

明
ら
か
で
は

な
い
が
、
檻
の
新
設
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
経
堂
に
は

も
と
も
と
檻
が
つ
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち

経
堂
と
は
檻
を
も
つ
構
造
の
建
物
で
あ
る
こ
と
を

確
認

し
て
お
き
た
い
。

写経所の施設とその変遷（上）〔栄原〕
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表1 経堂の檻

檻の寸法 檻 辺面 連子

広８尺
高4尺4寸

4間
8（2）面
8（2）面

48（12）枝

広８尺
高6尺

2間
4（2）面
8（4）面

44（22）枝

（ ）内は檻1間あたりの数



福
山
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
檻
は
二
種
類
で
、
大
き
さ
は
横
連
子
四
間
（
高
四

尺
四
寸
、
幅
八
尺
）、
縦
連
子
二
間
（
高
六
尺
、
幅
八
尺
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
二
寸
の

角
材
の
連
子
九
二
枝
が
は
め
ら
れ
て
い
た
。
高
六
尺
の
四
四
枝
は
縦
連
子
と
し
て

用
い
ら
れ
た
か
ら
、
縦
連
子
の
檻
一
間
あ
た
り
二
二
枝
ず
つ
使
用
さ
れ
た
。
長
八

尺
の
連
子
は
横
連
子
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
檻
一
間
あ
た
り
一

二
枝
ず
つ
の
計
算
と
な
る
。
連
子
辺
面
は
、
横
連
子
の
檻
四
間
に
使
用
さ
れ
た
の

が
高
四
尺
四
寸
の
八
面
と
、
長
八
尺
の
八
面
で
あ
る
か
ら
、
縦
連
子
の
檻
二
間
に

は
、
高
六
尺
の
八
面
と
長
八
尺
の
四
面
と
な
る
。
縦
の
辺
面
は
檻
一
間
あ
た
り
四

面
ず
つ
と
な
る
の
で
、
縦
の
辺
面
は
左
右
両
端
と
さ
ら
に
中
間
に
二
面
入
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
（
表
１
）。
以
上
か
ら
、
二
種
類
の
檻
は
図
２
の
よ
う
に
復
元

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

檻
の
横
幅
は
い
ず
れ
も
八
尺
で
あ
る
。
こ
れ
が
左
右
両
側
の
柱
に
直
接
し
て
い

れ
ば
、
柱
間
は
八
尺
と
な
る
。
し
か
し
左
右
の
柱
と
の
間
に
仮
に
一
尺
ず
つ
の
壁

面
を
想
定
す
る
な
ら
、
柱
間
は
一
〇
尺
と
な
る
。

次
に
、
縦
連
子
は
二
間
で
あ
る
の
で
ツ
マ
側
に
一
間
ず
つ
、
横
連
子
四
間
は
ヒ

ラ
側
に
二
間
ず
つ
配
置
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
バ
ラ
ン
ス
的
に
美
し
い
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
梁
行
は
一
間
も
考
え
ら
れ
る
が
三
間
と
推
定
す
る
の
が
落
ち
着
く
。
こ

れ
に
対
し
て
桁
行
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
天
平
十
一
年
の
東
院
写
一
切
経
所
の
「
写
経
殿
」
の
桁
行

は
七
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
福
寿
寺
写
一
切
経
所
の
写
経
殿
の
規
模

は
不
明
で
あ
る
。
前
者
を
解
体
移
築
し
た
の
で
あ
れ
ば
同
じ
七
間
で
あ
る
が
、
新

築
さ
れ
た
な
ら
ば
不
明
と
な
る
。
し
か
し
、
新
築
さ
れ
た
と
し
て
も
写
経
殿
と
し

て
の
規
格
は
踏
襲
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
福
寿
寺
写
一
切
経
所
か
ら
金
光

明
寺
写
一
切
経
所
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
の
「
経
堂
」
も
桁
行
七
間
と
推
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
後
述
の
よ
う
に
、
石
山
写
経
所

の
経
堂
に
は
二
か
所
に
戸
が
つ
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（

16ノ

239）。
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（横連子）

（縦連子）

広8尺
高
４
尺
４
寸

広8尺

高
６
尺

図2 経堂の檻

図3 経堂の平面模式図と檻の配置



そ
こ
で
こ
の
経
堂
は
、
桁
行
七
間
、
梁
行
三
間
、
ツ
マ
側
に
縦
連
子
の
檻
が
一

間
ず
つ
、
ヒ
ラ
側
に
横
連
子
の
檻
が
二
間
ず
つ
（
一
間
と
三
間
の
可
能
性
も
あ
る
）、

戸
が
二
か
所
に
あ
っ
た
と
想
定
す
る
と
、
平
面
図
と
し
て
は
図
３
の
よ
う
に
、
い

く
つ
か
の
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

天
平
勝
宝
五
年
以
降
で
は
、
同
六
年
～
七
歳
の
大
皇
太
后
藤
原
宮
子
の
菩
提
を

弔
う
た
め
の
連
続
し
て
行
わ
れ
た
写
経
事
業 （

�）（
梵
網
経
一
〇
〇
部
二
〇
〇
巻
、
法
華

経
一
〇
〇
部
八
〇
〇
巻
、
新
旧
華
厳
経
各
五
部
七
〇
〇
巻
）、
同
七
歳
の
大
納
言
藤
原

仲
麻
呂
の
宣
に
よ
る
二
千
巻
経
（
華
厳
経
一
〇
〇
〇
巻
・
観
世
音
経
一
〇
〇
〇
巻
）
の

写
経
事
業
な
ど
を
大
規
模
な
写
経
事
業
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
等

の
写
経
事
業
が
ど
こ
で
行
わ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の
う
ち
前
者
に

つ
い
て
は
、
充
紙
帳
に
よ
っ
て
同
日
に
紙
の
支
給
を
受
け
た
経
師
の
人
数
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
梵
網
経
で
は
初
日
に
四
九
人
（

13ノ

73～

77）、
法
華
経
六
三
人

（
４
ノ

19～

27）、
華
厳
経
五
〇
人
（

10ノ

569～

576）
で
あ
る
。
こ
れ
に
装

�・
校
生
・

雑
使
を
加
え
て
も
、
一
院
二
経
堂
の
写
経
施
設
セ
ッ
ト
で
十
分
に
対
応
で
き
る
。

ま
た
、
と
く
に
施
設
の
増
築
に
関
す
る
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
既
存
の
施

設
を
用
い
る
こ
と
で
遂
行
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
天
平
宝
字
二
年
の
御
願
経
三
六
〇
〇
巻
の
写
経
事
業

天
平
宝
字
二
年
に
は
相
次
い
て
三
つ
の
大
規
模
な
写
経
事
業
が
行
わ
れ
た
。
同

年
六
月
一
六
日
の
紫
微
内
相
宣
に
よ
る
金
剛
般
若
経
一
〇
〇
〇
巻
（
千
巻
経
）
の

写
経
事
業
、
七
月
四
日
の
同
宣
に
よ
る
千
手
千
眼
経
一
〇
〇
〇
巻
・
新
羂
索
経
一

〇
部
二
八
〇
巻
・
薬
師
経
一
二
〇
巻
、
合
計
一
四
〇
〇
巻
（
千
四
百
巻
経
）
の
写

経
事
業
、
八
月
一
六
日
の
同
宣
に
よ
る
金
剛
般
若
経
一
二
〇
〇
巻
（
千
二
百
巻
経
、

後
金
剛
）
の
写
経
事
業
（
合
計
三
六
〇
〇
巻
）
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
と
並
行
し
て
知

識
大
般
若
経
の
写
経
事
業
も
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
写
経
事
業
で
動
員
さ
れ
た
経
師
・
装

�・
校
生
の
数
を
正
確
に
把
握

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
山
本
幸
男
の
充
紙
帳
な
ど
の
整
理
に
依
拠
す
る
と （

�）、
同
時

に
仕
事
を
し
て
い
た
の
は
、
千
巻
経
で
は
最
高
四
六
人
、
千
四
百
巻
経
で
四
三
人
、

千
二
百
巻
経
で
四
六
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
装

�・
校
生
・
雑
使
を
加
え
る
と
、

千
巻
経
で
約
六
〇
人
、
千
四
百
巻
経
で
六
〇
数
人
、
千
二
百
巻
経
で
約
六
〇
人
程

度
と
な
る
。
先
の
経
堂
の
収
容
人
数
に
関
す
る
目
安
か
ら
す
る
と
、
経
堂
一
棟
で

対
応
で
き
る
人
数
な
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
等
の
写
経
事
業
に
つ
い
て
は
、
山
本
幸
男
の
総
括
的
な
研
究
を
は
じ
め
と

し
て
多
く
の
研
究
が
あ
る
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
ら
に
譲
る
。
施
設
に
関
す
る
ま
と

ま
っ
た
史
料
が
な
い
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
写
経
事
業
が
行
わ
れ
た
施
設
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
全
く
研
究
が
な
い
。
以
下
、
主
な
史
料
に
限
っ
て
示
す
（
帳
簿
の

復
原
は
い
ず
れ
も
山
本
幸
男
に
よ
る
）。

「
写
千
巻
経
所
銭
并
衣
紙
等
下
充
帳
」
（

13ノ

257～

260、

260～

265、

265～

266、

371～

373、

383～

384）

①
（
６
月

22日
条
）
又
下
手
巾

�条
五
条
堂
料

二
条
曹
司
料

（

13ノ

258）

「
千
手
千
眼
并
新
羂
索
薬
師
経
料
銭
衣
紙
等
納
帳
」
（
４
ノ

278～

280、
未

修
、

13

ノ

252～

253）

②
九
月
三
日

自
宮
来

綺
廾
六
丈
一

尺
使
宮
門
日

野
麻
呂

即
下
紙
屋
受
能
登
装

�

（
未
収
）

「
千
手
千
眼
并
新
羂
索
薬
師
経
料
銭
衣
紙
等
下
充
帳
」
（

13ノ

364～

371、

267～

268、

269～

283）

③
（
７
月
９
日
条
）
又
下
手
巾
伍
条
四
条
堂
料
充

一
十

条
東
曹
司
料
充

（

13ノ

366）

④
（
８
月
４
日
条
）
四
日
下
紙
一

万
一
百
張
（

中
略
）

五
千
五
十

張
四
千
百 九

張
紙
屋
作

八
百
廾
一
張
麻
紙

七
十
張
穀

付
宍
人
百

村
又
充
凡
紙
五
十

張
端
継
料

五
千
六
十

張
四
千
三
百
卅
一
張
紙

屋
作

穀
紙
六
百
七

�十

�九
張

七
十
張
綜（

13ノ

269）
凡
紙
五
十
張

端
継
料

付
綾
部
忍

国

（
下

略
）

「
後
金
剛
般
若
経
料
雑

物
収
納
帳
」
（

14ノ

71～

80）

写経所の施設とその変遷（上）〔栄原〕
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⑤
（

10月
７
日
条
）
七
日
納
菁
二
囲
直
銭
廾
文
厨
領
等
買
進
如
件

即
充
厨

（

14ノ

74）

⑥
（

10月

27日
条
）
廾
七
日
納
布
乃
利
二
斗
西
厨
進
上

（

14ノ

79）

「
後
金
剛
般
若
経
経
師
等
食
料
下
充
帳
〈
後
金
剛
般
若
経
食
物
用
帳
〉
」
（

14ノ

81～

113）

⑦
（
９
月

26日
条
）
薪
八
束
又
一
束
湯
屋
充

（

14ノ

85）

以
上
か
ら
、
天
平
宝
字
二
年
に
は
、
堂
・
曹
司
・
紙
屋
・
厨
・
湯
屋
が
存
在
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
堂
と
曹
司
は
施
設
と
し
て
は
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

は
お
そ
ら
く
一
院
を
な
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
場
合
注
意
さ
れ
る
の
が
③
東
曹
司
で
あ
る
。
こ
れ
は
千
四
百
巻
経
の
写
経

事
業
が
東
堂
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
解
さ
れ
る
。
⑥
西
厨
は
、
布
乃
利

二
斗
が
西
厨
か
ら
案
主
の
も
と
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
こ
と
は
、
後

金
剛
般
若
経
の
写
経
事
業
が
西
厨
と
は
別
の
厨
、
つ
ま
り
東
厨
を
使
用
し
て
い
た

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。
厨
は
東
西
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
東
堂
・
西
堂

に
関
係
し
て
い
た
と
す
る
と
、
こ
の
写
経
事
業
も
東
堂
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
写
経
事
業
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
一
つ
の
経
堂
で

行
わ
れ
た
ら
し
い
こ
と
も
、
こ
の
可
能
性
に
反
し
な
い
。

ま
た
②
で
は
、
宮
か
ら
来
た
綺
が
紙
屋
に
充
て
ら
れ
、
そ
こ
で
装

�能
登
忍
人

が
受
け
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
緒
付
と
い
う
装
丁
の
最
後
の
段
階
が
紙
屋
で
行

わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
紙
屋
で
は
、
の
ち
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
打
・
染

の
工
程
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
緒
付
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
４
）
天
平
宝
字
四
年
の
一
三
五
部
経
の
写
経
事
業

天
平
宝
字
四
年
正
月
十
一
日
に
太
師
の
宣
が
出
さ
れ
、
一
百
卅
五
部
経 （

�）（
法
華

経
・
金
剛
般
若
経
・
理
趣
経
各
四
五
部
、
合
計
四
五
〇
巻
）
の
「
御
願
経
」
の
写
経
を

行
う
こ
と
が
指
示
さ
れ
た
。
光
明
皇
太
后
の
発
願
を
う
け
て
藤
原
仲
麻
呂
が
指
示

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
決
算
報
告
書
は
同
年
四
月
二
五
、
二
六
日
に
作
成
さ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
こ
ろ
ま
で
に
は
終
了
し
た
で
あ
ろ
う
。
太
子
の
宣
を
受
け
て
用

度
申
請
が
作
成
さ
れ
た
。
天
平
宝
字
四
年
正
月
一
五
日
「
東
寺
写
経
所
解
」
（
続

修
後
集
五
、

14ノ

292～

300）
は
そ
の
案
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
多
く
の
朱
墨
の
訂
正
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
決
算
書
を
作
成
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
「
東
寺
写
経
所
解
」
に
施
設
に
関
す
る
記
載
が
見
え
る
。
必
要
な
部
分
を
次

に
示
す
（
訂
正
後
の
数
値
を
示
す
）。

東
寺
写
経
所
解
申
請
応
奉
写
経
用
度
物
事

（
中
略
）

荒
炭
六
十
八
斛
卅
四
斛
堂
料
日
別
五
斗

卅
四
斛
料
理
供
養
料
日
別
五
斗

薪
参
佰
肆
拾
荷
百
卅
六
荷
湯
沸
料
日
別
二
荷

二
百
四
荷
料
理
供
養
料
日
別
三
荷

（
中
略
）

仕
丁
壱
拾
三
人
六
人
紙
打

四
人
膳
部

二
人
雑
使

一
人
湯
沸

折
薦
畳

�四
枚
十
四
枚
堂
敷
料

卅
枚
宿
所
料

以
前
、
応
奉
写
一
百
卅
五
部

之
経
用
度
之
物
、
所
請
如

件
、

謹
解
、天
平
宝
字
四
年
正
月
十
五
日
主

典
正
八

位
上
安

都
宿
祢
「
雄
足
」

次
官
従
五
位
下
高
麗
朝
臣
「
大
山
」

こ
れ
に
よ
る
と
、
堂
・

宿
所
は
施
設
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
料

理
供
養
・
湯
沸
・
紙
打
を
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ぞ
れ
料

理
供
養
所
・
湯
沸
所
（

温
屋
）・
紙
打
所
（
紙
屋
）
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

以
外
に
厠
な
ど
も
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い

た
か
は

不
明
で
あ
る
が
、

何
ら
か
の
区
画
施
設
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て
一
院
を
な
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
写
経
事
業
に
従
事
し
た
人
員
は
、
経
師
二
〇
人
、
装

�二
人
、
校
生
四
人
、

論 文
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雑
使
三
人
、
優
婆
夷
一
人
、
仕
丁
一
三
人
（
う
ち
四
人
は
膳
部
）
で
あ
っ
た
。
同

時
期
に
働
い
て
い
た
人
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
四
十
五
部
法
華
経
充
本
帳
」
（

14

ノ

287～

292）
か
ら
推
し
て
、
こ
の
人
数
程
度
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

福
山
は
、
こ
の
史
料
の
折
薦
畳
の
記
載
か
ら
、
経
堂
で
は
折
薦
疂
一
枚
に
経
師

等
二
人
ず
つ
座
し
、
宿
所
で
は
経
師
以
下
優
婆
夷
ま
で
一
人
ず
つ
臥
し
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
経
師
か
ら
優
婆
夷
ま
で
の
合
計
は
三
〇
人
で
、
宿
所
に
充
て
ら

れ
た
折
薦
畳
三
〇
枚
に
合
致
す
る
。
ま
た
経
師
～
雑
使
の
合
計
二
九
人
は
、
堂
敷

料
の
折
薦
畳
一
四
枚
の
ほ
ぼ
倍
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
福
山
の
推
定
は
妥
当
で

あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
写
経
事
業
用
の
折
薦
畳
が
、
堂
に
は
一
四
枚
、
宿
所
に

は
三
〇
枚
敷
か
れ
て
い
た
。
両
者
が
同
じ
大
き
さ
の
も
の
と
す
る
と
、
こ
の
写
経

事
業
の
た
め
に
、
宿
所
に
は
堂
の
約
二
倍
の
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

次
に
、
堂
に
は
経
師
・
装

�・
校
生
の
写
経
生
た
ち
の
折
薦
畳
と
事
務
局
の
要

員
で
あ
る
雑
使
の
折
薦
畳
と
が
一
緒
に
敷
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
両
者
が
同

じ
堂
内
で
執
務
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
案
主
用
の
折
薦
畳
に
つ
い
て

は
見
え
な
い
。

雑
使
は
事
務
局
員
で
あ
り
、
校
生
が
兼
務
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
堂
に
座
席

を
持
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
装

�に
つ
い
て
は
、
別
棟
の
紙
打
所
（
紙
屋
）
と
の
関

係
が
問
題
と
な
る
。
紙
屋
に
は
仕
丁
六
人
が
配
さ
れ
て
い
た
が
、
装

�は
堂
と
紙

屋
と
の
間
を
行
き
来
し
な
が
ら
執
務
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ぎ
に
仕
丁
一
三
人
に
つ
い
て
は
、
宿
所
に
折
薦
畳
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の

で
、
そ
れ
無
し
で
宿
所
に
寝
泊
ま
り
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
別
の
場
所
で
宿
泊
し

た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
彼
ら
は
紙
打
所
に
六
人
、
料
理
供
養
所
に
四
人
、
湯
沸

所
に
一
人
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
場
所
で
宿
泊
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
５
）
天
平
宝
字
四
年
の
一
切
経

の
写
経
事
業

太
師
の
宣
を
受
け
て
天
平
宝
字
四
年
二
月
一
〇
日
に
一
切
経 （

�）の
予
算
見
積
の
作

成
が
命
じ
ら
れ
た
（
「
坤
宮
官
紙
墨
筆
及
雑
物
送
文
〈
太
師
恵
美
押
勝
宣
〉」
続
々
修
１

ノ
６
④
、

14ノ

308）。
こ
れ
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
「
東
大
寺
写
経
所
写
経
律
調
度

文
案
」
（
続
々
修

18ノ
６
①
、

14ノ

365～

366）
に
よ
る
と
、
こ
の
一
切
経
は
経
律
か
ら

な
り
三
四
三
三
巻
の
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
太
師
藤
原
仲
麻
呂
の
宣
は

光
明
皇
太
后
の
意
を
受
け
た
も
の
で
、
こ
の
一
切
経
の
写
経
事
業
の
発
願
者
は
光

明
皇
太
后
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
受
け
て
継
打
界
の
作
業
が
一
部
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
二
月
下

旬
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
る
光
明
皇
太
后
の
発
病
の
影
響
と
上
記
の
一
三
五
部
経
の
写

経
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
一
切
経
の
写
経
事
業
は
中
断
し
た （

�）。
そ
の
後
四
月
一

五
日
に
再
び
太
師
の
宣
が
出
さ
れ
（

14ノ

393）、
写
経
事
業
は
再
開
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
人
員
が
集
め
ら
れ
る
一
方
、
次
に
述
べ
る
施
設
の
造
営
工
事
が
行
わ

れ
た
。
し
か
し
、

七
月
一
四
日
に

七
六
〇
巻

分
の
布
施
申

請
を
行
い
、
八
月
一
日

に
用

残
報
告
を
作
成
し
て
、
こ
の
写
経
事
業
は

停
止
し
た
。
そ
れ
は
、
六
月
七
日

に
光
明
皇
太
后
が

没
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
写
経
事
業
に

従
事
し
た
写
経
生
や
事
務
局
員
の
数
は
全
く
明
ら
か
で
な
い

が
、
一
三
五
部
経
四
五
〇
巻
の
約

七
倍

半
以
上
の
三
四
三
三
巻
か
ら
な
る
大
規

模

な
写
経
事
業
で
あ
っ
た
た
め
、
人
員
の

増
強
は
必
須
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の

た
め
施
設
が

拡
張
さ
れ
た
。
そ
の
関
係
史
料
を
次
に

列
挙
す
る
（
い
ず
れ
も
「

御
願

経
奉
写
等
雑
文
案
」
の
う
ち
）。

①
「
東

塔
所
解
案
」
（
続
々
修

18ノ
６
②

�、

14ノ

386）

東
塔
所
解

申
請

銭
事

合
捌
貫
壱
伯
文

四
貫
八
百
文
椙
榑
三
百

材
直

村
別
十
六
文
近
江
者

写経所の施設とその変遷（上）〔栄原〕
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一
貫
三
百
文

�一
百
荷
直
荷
別
十
三
文

一
貫
二
百
文
車
十
五
両
賃
両
別
八
十
文

八
百
文
藁
二
百
囲
直
囲
別
四
文

右
、
可
奉
写
一
切
経
一
部
、
経
師
等
宿
所
并
食
宿
板
□

�葺
料
銭
、
所
請
如
件
、
以
解
、

天
平
宝
字
四
年
四
月
廾
九
日
領
上
馬
養

坂
田
池
主

主
典
安
都
宿
祢

②
「
東
塔
所
解
案
」
（
続
々
修

18ノ
６
②

�、

14ノ

389～

390）

東
塔
所
解
申
請
雑
用
銭
事

合
可
用
椙
榑
四
百
村
近
江
者
負
車
廾
両

�一
百
荷

藁
一
百
囲
已
上
大
炊
一
間
厨
一
間
温
屋

并
三
間
葺

�料

請
銭
九
千
七 六

百
文

六
千
四
百
文
榑
四
百
材
直
村
別
十
六
文

一
千
六
五

百
文
車
廾
両
賃
両
別
八
十
七
五
文

一
千
三
百
文

�一
百
荷
直
荷
別
十
三
文

四
百
文
藁
一
百
囲
直
囲
別
四
文

以
前
、
大
炊
并
厨
温
屋
等
葺

�料
銭
、
所
請
如
件
、
以
解
、

天
平
宝
字
四
年
潤
四
月
五
日
領
上
馬
養

坂
田

主
典
安
都
宿
祢

③
「
東
塔
所
解
案
」
（
続
々
修

18ノ
６
②

�、

14ノ

390～

391）

東
塔
所
解
申
請
歩 銭
事板

合
銭

�貫
陸
拾
文

六
貫
買
歩
板
一
百
枚
直
枚
別
六
十
文

一
貫
六
十
文
車
十
四
両
賃
料
十
二
両
別
七
十
五
文
二
両
別
八
十
文

右
、
経
師
等
宿
所
敷
并

可
歩
板
直車
賃
料
、
且
所
請
如
件
、
以
解
、

天
平
宝
字
四
年
潤
四
月
十
二
日
領
坂
田上
馬
養

主
典
安
都
宿
祢

④
「
写
書
所
解
案
」
（
続
々
修

18ノ
６
②

�、

14ノ

391）

写
書
所
解
申
請
雑
材
事

梁
四
枝
桁
六
枝
丸
柱
十
枝
小
古
麻
比
木
四
□

右
、
為
作
室 レ

温 レ

、
所
請
如
件
、

四
年
潤
四
月
十
三
日
上

⑤
「
経
所
解
案
」
（
続
々
修

18ノ
６
②

�、

14ノ

391～

392）

経
所
解
申
請
釘
事

合
陸

�拾
捌

� 隻
各
長
四
寸

卅
二
隻
平
頭
各

� 長

� 四

� 寸

�

卅
八
隻
打
合
各

� 長

�

右
、
為
打
温
船
二
隻
、
所
請
如
件
、

天
平
宝
字
四
年
潤
四
月
廾
三
日
領
上

小
治

福
山
敏
男
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
天
平
宝
字
四
年
四
月
と
閏
四
月
の
文
書
に
よ

れ
ば
、
湯
屋
・
湯
船
が
作
ら
れ
、
経
師
宿
所
の
敷
板
が
作
ら
れ
よ
う
と
し
、
一
切

経
を
写
す
経
師
の
宿
所
・
食
宿
板
□
・
大
炊
屋
一
間
･
厨
一
間
・
温
室
一
間
の
壁

が
塗
ら
れ
、
屋
根
板
が
葺
か
れ
よ
う
と
し
て
い
た
（

14ノ

386～

92）
が
、
こ
れ
は
、

同
年
二
月
一
〇
日
の
光
明
皇
太
后
の
令
旨
に
よ
る
坤
宮
御
願
一
切
経
の
書
写
計
画

に
よ
り
、
従
来
の
写
経
所
で
は
狭
隘
な
た
め
、
施
設
を
増
加
し
た
も
の
、
と
し
て

い
る
。

①
②
③
は
い
ず
れ
も
東
塔
所
が
造
東
大
寺
司
に
材
木
等
の
代
金
を
請
求
す
る
内

論 文
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容
で
あ
る （

�）。
山
本
幸
男
は
東
塔
所
が
用
材
購
入
と
造
営
を
請
け
負
っ
た
と
す
る
が （

�）、

こ
れ
ら
に
は
造
営
の
た
め
の
人
件
費
が
請
求
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
用
材
の
購
入

と
そ
の
写
経
所
ま
で
の
輸
送
を
請
け
負
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

ま
ず
①
と
②
は
い
ず
れ
も
椙
榑
（
共
に
近
江
と
あ
る
）・

�・
藁
の
代
金
で
あ
る

の
で
、
両
者
の
関
係
が
問
題
と
な
る
が
、
②
に
は
再
度
請
求
す
る
と
い
う
よ
う
な

文
言
は
な
い
の
で
、
別
個
の
代
金
請
求
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

①
②
合
計
で
椙
榑
七
〇
〇
材
・

�二
〇
〇
荷
・
藁
三
〇
〇
囲
を
車
三
五
両
で
輸
送

し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち

�と
藁
は
②
に
よ
っ
て
大
炊
・
厨
・
温
屋
各
一
間

の
泥
葺
（
葺
泥
）
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
椙
榑
は
①
の
経
師
等
宿
所
の

新
築
に
用
い
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
も
泥
葺
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
経

師
等
宿
所
は
③
に
よ
っ
て
歩
板
の
床
が
敷
か
れ
た
。
こ
の
点
も
経
師
等
宿
所
の
新

築
を
示
す
。

④
に
よ
る
と
写
書
所
が
温
室
を
作
る
た
め
の
材
木
を
請
求
し
て
い
る
の
で
、
新

築
で
あ
ろ
う
。
そ
の
数
量
に
よ
る
と
、
温
室
は
桁
行
三
間
、
梁
行
二
間
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
に
泥
葺
が
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
部
に
は
⑤
の
温
船
二
隻
が

備
え
ら
れ
た
。

以
上
に
よ
る
と
、
経
師
等
宿
所
と
温
室
（
温
屋
）
は
新
築
さ
れ
た
が
、
大
炊
と

厨
は
葺
泥
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
あ
る
の
で
、
既
存
の
施
設
の
補
修
を
行
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
光
明
皇
太
后
発
願
一
切
経
の
写
経
事
業
に
備
え
た
も
の
と

み
て
よ
い
。

ま
た
福
山
は
、
天
平
宝
字
四
年
七
月
の
造
東
大
寺
司
解
案
に
は
、
経
所
板
屋
三

宇
を
記
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
造
東
大
寺
司
解
案
」
（
前

半
は
軸
装

79其
１ （

�）、
後
半
は
続
々
修

18ノ
６
④

�、

25ノ

270～

271）
に
次
の
よ
う
に
見

え
る
も
の
で
あ
る
。

従
八
位
下
小
治
田
宿
祢
年
足

令
奉
写
雑
経
二
千
五
百
六
十
巻

令
装

�紙
二
万
三
千
四
百
七
十
二
張

催
令
作
経
師 ム

所
板
屋
□
宇

一
宇
長
八
丈
一
尺
広
二
丈

一
宇
長
六
丈
三
尺
広
二
□

一
宇
長
四
丈
五
尺
広
二
丈

催
令
山
作
東
如
法
院
料
材
七
百

�九
物
歩
廊
桁

	

等
類

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

催
令
作
如
法
院
一
区
並
葺
檜
皮
者

供
奉
礼
仏
三
度

以
前
、
起
去
年
八
月
一
日
、
尽
今
年
七
月
卅

	

人
等
考
中
行
事
如
前
、
以
□

天
平
宝
字
四
年
七
月

	

主
典

	

こ
の
文
書
は
前
欠
で
途
中
の
点
線
部
分
の
前
後
二
つ
の
断
簡
で
あ
る
。
大
日
古

は
「
連
続
セ
ル

モ
ノ
」
と
し
て
い
る
。
後
半
の
年

紀
は
た
し
か
で
あ
る
が
、
前
半

は
不
明
で
あ
る
。
前
半
に
見
え
る
雑
経
二
五
六
〇
巻
は
、
光
明
皇
太
后
発
願
一
切

経
七
六
〇
巻
と

称
讃
浄
土
経
一
八
〇
〇
巻
の
合
計
に
合
致
す
る
か
ら （


）、
称
讃
浄

土

経
が

完
成
し
た
は
ず
の
光
明
皇
太
后
七
七

斎
の
天
平
宝
字
四
年
七
月
二
六
日
以
後

で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
前
半
は
小
治
田
年
足
の
考
中
行
事
の
一
部
で
あ
る
か
ら
、

天
平
宝
字
三
年
八
月
一
日
か
ら
同
四
年
七
月
三
〇
日
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
り
、

後
半
と

同
じ
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
前
半
と
後
半
は

接
続
す
る
か
ど
う
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
大
日
古
の
よ
う
に
連
続
す
る
と
す
る
の
は

妥
当
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
前
半
の
小
治
田
年
足
が
造
作
を

促
し
た
経
所
の
板
屋
三
宇
は
、

こ
の

期
間
の
い
ず
れ
か
の

時
期
に
造
作
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
彼
は
天
平
宝
字
四

年
四
月
か
ら
写
経
所
の

要
員
と
し
て
見
え
る
の
で
、
そ
れ
以
降
の
行
事
で
あ
る
こ

と
に
な
る
。
た
だ
し
こ
の
板
屋
三
宇
の

工
事
そ
の
も
の
は
、
彼
の
着
任
以
前
か
ら

写経所の施設とその変遷（上）〔栄原〕
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始
ま
っ
て
い
て
、
彼
は
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
可
能
性
も
残
る
。
結
局
こ
の
板
屋
の

性
格
は
不
明
で
あ
る
が
、
か
な
り
規
模
の
大
き
な
も
の
が
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
れ

ら
も
光
明
皇
太
后
発
願
一
切
経
の
写
経
事
業
に
伴
う
施
設
増
設
の
一
環
と
見
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
院
の
敷
地
の
拡
張
を
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
６
）
周
忌
斎
一
切
経
の
写
経
事
業

天
平
宝
字
四
年
六
月
七
日
に
光
明
皇
太
后
が
没
す
る
と
、
即
日
、
七
月
二
六
日

の
七
七
斎
に
向
け
て
称
讃
浄
土
経
一
八
〇
〇
巻
の
写
経
と
阿
弥
陀
浄
土
画
像
の
製

作
が
命
じ
ら
れ
た （

�）。
大
量
で
か
つ
期
限
を
切
ら
れ
た
事
業
で
あ
っ
た
た
め
、
一
一

〇
人
も
の
大
量
の
経
師
・
装

�・
校
生
が
動
員
さ
れ
た
（

14ノ

403～

404）。
同
時
の

勤
務
人
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
上
記
の
よ
う
に
光
明
皇
太
后
発
願
一
切
経
の
た
め

に
施
設
が
拡
充
さ
れ
て
い
た
た
め
、
対
応
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
、
光
明
皇
太
后
の
一
周
忌
に
む
け
て
周
忌
斎
一
切
経
の
写
経
事
業
が
発

願
さ
れ
た （

�）。
そ
れ
が
い
つ
の
こ
と
か
不
明
で
あ
る
が
、
諸
物
資
の
収
納
は
天
平
宝

字
四
年
八
月
三
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
（
「
後
一
切
経
料
雑
物
納
帳
」
続
々
修
２

ノ
６
、

14ノ

421～

440、

15ノ

85～

87、

14ノ

440～

442）、
そ
れ
以
前
に
用
度
申
請
が
な

さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
翌
五
年
三
月
上
旬
に
は
書
写
は
五
三
三
〇
巻
で
終
り
、
四

月
末
に
は
装
丁
も
ほ
ぼ
終
り
、
嶋
院
に
荘
重
な
行
列
を
組
ん
で
運
ば
れ
た
（

15ノ

52～

53そ
の
他
）。

後
欠
「
奉
写
忌
日
御
斎
会
一
切
経
所
解
案
」
（
続
々
修

10ノ
７

�裏
、

15ノ

63～

69）

が
用
度
申
請
の
案
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

奉
写
忌
日
御
斎
会
一
切
経
所
解
申
請
用
度
物
事

合
応
奉
写
大
小
乗
経
律
論
及
賢
聖
集
伝
壱
仟
壱
拾
伍
部
伍
仟

弐
伯

�拾
壱
巻
肆
伯
玖
拾
玖
帙

（
中
略
）

浄
衣
弐
伯
弐
拾
壱
具
一
百

�具
経
師
料
十
具
装

�料
廾
具
校
生
料

十
二
具
雑
使
料

四
具
膳
部
料

卅
五
具
駈
使
丁
料

と
あ
り
、
当
初
は
五
二
七
一
巻
に
対
し
て
経
師
一
四
〇
人
、
装

�一
〇
人
、
校
生

二
〇
人
、
雑
使
一
二
人
、
膳
部
四
人
、
駈
使
丁
三
五
人
と
い
う
大
量
の
人
員
を
動

員
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
時
点
の
実
働
人
数
を
知
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
「
奉
写
一
切
経
所
解
移
牒
案
」

（

�）

に
よ
る
と
、
天
平
宝
字
五
年
二
月

に
は
経
師
七
五
人
＋
一
五
人
・
装

�七
人
・
校
生
十
一
人
・
史
生
一
人
・
雑
使
一

〇
人
・
膳
部
四
人
・
抜
出
仕
丁
一
人
・
火
頭
一
六
人
が
使
用
す
る
予
定
の
雑
物
が

請
求
さ
れ
て
い
る
の
で
（

15ノ

15～

24）、
こ
の
数
が
参
考
と
な
る
。
こ
の
う
ち
経

師
～
雑
使
の
合
計
一
一
九
人
が
堂
に
座
席
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
前
述

の
折
薦
畳
一
枚
二
人
の

基
準
で
は
、
約
六
〇
枚
が
敷
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

折
薦
畳
の
大
き
さ
が
不
明
な
の
で
明

言
で
き
な
い
が
、
天
平
一
九
年
末
以
来
の
東

堂
・

西
堂
の
二

棟
を
使
用
す
れ
ば
可
能
な
数
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
は
一
堂

あ
た
り
三
〇
枚
と
な
る
。

同
三
月
に
は
請
求
予
定
人
数
が

題
師
経
師
装

�計
七
人
・
校
生
十
一
人
・
史
生

一
人
・
雑
使
八
人
・
膳
部
二
人
・
火
頭
一
七
人
に

急
減
し
て
い
る
（

15ノ

32～

35）

か
ら
、
書
写
の

過
程
は
天
平
宝
字
五
年
二
月
で
ほ
ぼ
終
了
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
奉
写
忌
日
御
斎
会
一
切
経
所
解
案
」
に
は
、

十
八

貫
三
百
八
十
二

文
薪
一

千
四
百
十
四
荷
直

荷
別
十
三

文

一
千
一
百
十

荷
食
所
料

四
百
四

荷
湯
屋
料

四
貫
四
百
五
十
三

文
一
百
一
箇
日
料
炭
九
十
八
斛
九
斗
八

升
直

斛
別

�五
文

卅
四

斛
三
斗
四
升
食
所
料
日
別
三

斗
四

升

六
十
四

斛
六
斗
四
升
堂
料
日
別
六

斗
四
升

と
あ
り
（

15ノ
66、

訂
正
後
の
数

値
）、
堂
・

食
所
・

湯
屋
が

存
在
す
る
こ
と
が
前

提
と
さ
れ
て
い
る
。

論 文
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一
方
、
福
山
は
、
天
平
宝
字
四
年
八
～
一
二
月
の
奉
写
一
切
経
所
の
解
文
（

15

ノ
３
～
５
）
に
、
経
堂
・
熟
紙
所
・
炊
飯
并
料
理
食
所
・
沸
湯
所
・
政
所
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
平
宝
字
五
年
正
月
一
二
日
「
奉

写
一
切
経
所
解
案
」
（
続
修

19④
裏
＋
続
修

20④
裏
、

15ノ
３
～
５
）
に
、

奉
写
一
切
経
所
解
申
所
役
駈
使
事

（
火
頭
・
仕
丁
の
内
訳
省
略
）

見
役
三
千
五
百
七
十
人

熟
紙
所
九
人
単
一
千
二
百
七
十
人

炊
飯
并
料
理
食
所
単
一
千
四
百
二
十
九
人

経
堂
雑
使
三
人
単
三
百
八
十
四
人

沸
湯
所
二
人

単
二
百
八
十
八
人

政
所
雑
使
二
人
単
一
百
九
十
九
人
自
宮
運
物
并
買
市
生
菜
等

以
前
、
起
去
年
八
月
六
日
、
至
于
十
二
月
卅
日
、
散
役
駈
使
等
単
功
、

謹
依
符
旨
、
具
件
如
前
、
謹
解
、

天
平
宝
字
五
年
正
月
十
二
日
案
主
散
位
従
八
位
下
小
治
田
宿
祢

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
先
の
「
奉
写
忌
日
御
斎
会
一
切
経
所
解
案
」
の
記

載
と
関
係
す
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
「
経
堂
」
が
先
の
「
堂
」
に
、
「
炊
飯
并

料
理
食
所
」
が
「
食
所
」
に
、
「
沸
温
所
」
が
「
湯
屋
」
に
対
応
し
、
そ
れ
以
外

に
「
熟
紙
所
」
と
「
政
所
」
が
見
え
る
こ
と
に
な
る
。

熟
紙
が
紙
を
加
工
し
て
写
経
で
き
る
状
態
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
な
ら
、
こ

の
写
経
事
業
の
経
紙
と
表
紙
は
そ
れ
ぞ
れ
黄
蘗
と
橡
で
染
め
ら
れ
た
か
ら
（

15ノ

67）、
「
熟
紙
所
」
と
は
継
打
界
染
を
施
し
端
継
を
つ
け
る
な
ど
の
作
業
の
一
部
ま

た
は
全
部
を
行
う
組
織
で
装

�所
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
作
業
の

う
ち
、
打
と
後
述
の
染
は
紙
屋
と
い
う
施
設
で
行
わ
れ
た
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
「
政
所
雑
使
」
に
つ
い
て
は
、
政
所
の
指
示
で
宮
か
ら
の
物
資
輸
送
と
市

で
の
買
い
つ
け
に
従
事
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、
こ
の
「
政
所
」
は
写
経
所

の
事
務
機
構
の
意
味
で
あ
っ
て
、
政
所
と
い
う
独
立
の
施
設
が
存
在
し
た
と
考
え

る
必
要
は
な
い
。
政
所
は
経
堂
で
機
能
し
て
い
た
組
織
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
次
の
史
料
が
こ
の
「
奉
写
一
切
経
所
解
案
」
の
記
載
と
関
係
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
（「
奉
写
一
切
経
所
散
役
駈
使
等
注
文
」
続
修

22⑧
裏
、

15ノ

242）。

紙
経

打
平

奉

五
人

四
火
頭
丈
部
床
足

矢
集
忍
万
呂

物

� 部

� 人

� 足

�

仕
丁
宅
部
宮
万
呂

物
部
広
万
呂

煮
黄
蘗
一
人
火
頭
物
部
人
足

堂
雑
使
一
人
火
頭
丈
部
真
鷹

大
炊
二
人
火
頭
生
部
真
和
久

仕
丁
財
部
小
黒

沸
湯
一
人
仕
丁
大
伴
万
呂

採
薪
二
人
火
頭
石
上
部
根
万
呂

仕
丁
矢
作
宮
万
呂

務
所
雑
使
一
人
火
頭
辛
鍛
赤
万
呂

こ
の
背
面
が
一
次
面
の
天
平
宝
字
五
年
二
月
二
七
日
「
賀
茂
馬
養
解
」
（
４
ノ

494～

495）
と
い
う
請
暇
解
で
、
一
般
に
請
暇
解
の
二
次

利
用
は

早
い
こ
と
か
ら
す

る
と
、

今
問
題
に
し
て
い
る
二
次
面
が
天
平
宝
字
五
年
と
す
る
史
料
目

録
の
理
解

は
妥
当
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
は

周
忌
斎
一
切
経
の
末
期
に

近
い
こ
ろ
の

も
の
と

判
断
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
先
の
「
奉
写
一
切
経
所
解
案
」
と

同
じ

く
、
火
頭
・
仕
丁
の
諸
作
業

へ
の

配
分
を
記

録
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
経
奉
平
（
紙
打
平
）」
と
い
う
作
業
は
見

慣
れ
な
い
が
、
作
紙
を
行
う
打
平

雇
人
（

11ノ

48）、
経
紙
に
つ
い
て
「
依
生
打

返
送
、

好
打
平

欲
給
」
（

25ノ

348）
な
ど
の

用
例
に

よ
る
と
、
打
の
作
業
を
意
味

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
火
頭
四
人
が
あ
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
打
は
紙
屋

で
行
わ
れ
た
か
ら
、
紙
屋
の
施
設
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
煮
黄
蘗
」
は
装

�の
仕
事
で
あ
る
染
の
一
工

程
で
あ
る
。
装

�の
座

席
の
あ

る
経
堂
の

中
で
火

気
を
伴
う
こ
の
作
業
を
行
う
の
は
危
険
で
、
臭
気
・

煙
・
騒
音

写経所の施設とその変遷（上）〔栄原〕
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等
も
問
題
と
な
る
か
ら
、
経
堂
以
外
の
別
の
場
所
で
行
わ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
装

�に
か
か
わ
る
別
の
施
設
と
い
う
と
紙
屋
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
煮

黄
蘗
や
染
の
工
程
は
紙
屋
で
行
わ
れ
た
と
考
え
た
い
。
「
奉
写
一
切
経
所
解
案
」

の
記
載
と
対
比
す
る
と
、
熟
紙
所
と
い
う
組
織
は
紙
屋
で
行
わ
れ
た
経
奉
平
（
紙

打
平
）
や
煮
黄
蘗
の
作
業
、
す
な
わ
ち
打
と
染
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

天
平
宝
字
四
年
八
月
三
日
以
前
の
周
忌
斎
一
切
経
の
発
願
に
前
後
し
て
施
設
の

整
備
が
行
わ
れ
た
。
光
明
皇
太
后
発
願
一
切
経
の
予
定
巻
数
三
四
三
三
巻
に
比
し

て
こ
ち
ら
は
当
初
計
画
で
五
二
七
一
巻
と
約
一
・
五
倍
の
規
模
で
あ
る
の
で
、
さ

ら
な
る
施
設
の
増
強
が
必
要
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
次
の
史
料
が
そ
れ
に
対
応
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
「
写
経
所
解
案
」
（
続
々
修

18ノ
６
②

�24、
14ノ

412、
訂
正
後
）

東

� 寺

� 写
経
所
解

申
請
板
屋
事

合
壱
間
長
十
五
間

広
四
間

右
、
為
作
師
経 レ

等
厨
□
并
湯
屋
、
所
請
□
□
、

仍
具
状
、
以
解
、

天
平
宝
字
四
年
七
月
十
六
日
案
主
小
治
田

主
典
安
都
宿
祢

②
「
経
所
解
案
」
（
続
々
修

18ノ
６
②

�24、

14ノ

413）

経
所
解
申
請
墨
葛
事

合
五
斤

右
、
為
結
所
作
板
湯

屋
垂
木
、
所
請
如
件
、
以
解
、

天
平
宝
字
四
年
七
月
廾
日
主
典
安
都
宿
祢

③
「
安
都
雄
足
写
経
用
度
注
文
」
（
続
々
修

18ノ
７
②

�裏
、

14ノ

421）

一
（
中
略
）

一
東
厨
屋
早

乃
湯
屋

速
令
塗
、

（
中
略
）

一
日
雄
足

福
山
敏
男
は
、
①
の
写
経
所
解
は
、 （
法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
の
）
板
屋
一
間
を
経

師
等
の
厨
な
ら
び
に
湯
屋
を
作
る
た
め
に
請
う
て
お
り
、
②
の
経
所
解
は
、
黒
葛

五
斤
を
「
作
る
所
の
湯
屋
の
垂
木
を
結
う
た
め
」
に
請
求
し
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。

①
は
写
経
所
が
、
長
一
五
間
、
広
四
間
の
長
大
な
板
屋
一
間
を
ど
こ
か
か
ら
も

ら
い
受
け
て
き
て
こ
れ
を
解
体
し
、
経
師
等
の
厨
と
湯
屋
に
作
り
替
え
る
た
め
の

請
求
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
増
築
で
あ
る
。
福
山
は
こ
れ
を
法
華
寺
阿
弥
陀
浄

土
院
に
請
求
し
た
と
す
る
が
、
そ
の
根
拠
は
明
ら
か
で
な
い
。
②
は
①
の
湯
屋
に

か
か
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
③
に
つ
い
て
山
本
幸
男
は
天
平
宝
字
四
年
八
月

一
日
の
も
の
と
推
定
し
、
同
日
よ
り
①
②
の
厨
と
湯
屋
の
壁
塗
り
が
着
手
さ
れ
た

と
す
る （

�）。

天
平
宝
字
四
年
前
半
に
行
わ
れ
た
光
明
皇
太
后
発
願
一
切
経
の
写
経
事
業
の
際

に
、
厨
は
既
存
の
も
の
が
補
修
さ
れ
、
温
室
は
新
築
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
厨

と
湯
屋
は
さ
ら
に
増
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
場
合
③
に
「
東

厨
屋
乃 （
及
カ
）湯
屋
」
と
あ
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
既
存
の
厨
の
東
側
に
も
う
一
棟

の
厨
屋
が
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
よ
る
と
、
周
忌
斎
一
切
経
の
写
経
事
業
で
は
、
東
堂
・
西
堂
の
両
方
と
も
使
用

さ
れ
、
宿
所
二
棟
以
上
、
厨
二
棟
、
温
室
三
棟
が
用
意
さ
れ
た
。
天
平
宝
字
四
年
の
光
明

皇
太
后
発
願
一
切
経
の
写
経
事
業
の
時
に
院
の
敷
地
が
拡
張
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
院
の
区
画
内
に
納
ま
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

（
未

完
）

論 文
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�
註
�

（
１
）
奈
良
時
代
に
は
内
裏
系
統
の
写
経
機
関
、
皇
后
宮
職
・
造
東
大
寺
司
系
統
の
写
経
機

関
を
頂
点
と
し
て
、
貴
族
の
家
や
寺
院
に
付
属
す
る
い
く
つ
か
の
写
経
機
関
が
あ
っ

た
。
本
稿
で
検
討
の
対
象
と
す
る
の
は
、
こ
の
う
ち
皇
后
宮
職
・
造
東
大
寺
司
系
統

の
写
経
機
関
で
あ
る
。
以
下
で
は
こ
れ
を
単
に
写
経
所
と
表
現
す
る
。

（
２
）
福
山
敏
男
「
奈
良
朝
に
於
け
る
写
経
所
に
関
す
る
研
究
」
（
『
寺
院
建
築
の
研
究
中
』

福
山
敏
男
著
作
集
二
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
二
年
一
〇
月
、
も
と
『
史
学

雑
誌
』
四
三
ノ
一
二
、
一
九
三
二
年
一
二
月
）
。
福
山
の
見
解
は
、
断
ら
な
い
限
り

す
べ
て
こ
の
論
文
に
よ
る
。
註
３
・
５
に
つ
い
て
も
同
様
。

（
３
）
井
上
薫
『
奈
良
朝
仏
教
史
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
七
月
）
。

（
４
）
そ
の
他
の
研
究
は
、
行
論
中
に
適
宜
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

（
５
）
渡
辺
晃
宏
「
金
光
明
寺
写
経
所
の
研
究
―
写
経
機
構
の
変
遷
を
中
心
に
―
」
（
『
史
学

雑
誌
』
九
六
―
八
、
一
九
八
七
年
八
月
）
。

（
６
）
山
下
有
美
「
東
大
寺
写
経
所
と
写
書
所
―
造
東
大
寺
司
成
立
期
か
ら
天
平
宝
字
二
年

ま
で
―
」
（
『
南
都
仏
教
』
一
〇
一
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
。

（
７
）
五
月
一
日
経
に
つ
い
て
は
、
皆
川
完
一
「
光
明
皇
后
願
経
五
月
一
日
経
の
書
写
に
つ

い
て
」
（
『
正
倉
院
文
書
と
古
代
中
世
史
料
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
一

一
月
、
も
と
坂
本
太
郎
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
史
論
集
』
上
巻
、
吉
川
弘

文
館
、
一
九
六
二
年
九
月
）
、
山
下
有
美
『
正
倉
院
文
書
と
写
経
所
の
研
究
』
（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
九
年
一
月
）
を
参
照
し
た
。

（
８
）
栄
原
永
遠
男
「
藤
原
光
明
子
と
大
般
若
経
書
写
―
「
写
経
料
紙
帳
」
に
つ
い
て
―
」

（
『
奈
良
時
代
の
写
経
と
内
裏
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
も
と
上
田
正
昭
編

『
古
代
の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』
小
学
館
、
一
九
九
一
年
五
月
）
。

（
９
）
大
隅
亜
希
子
「
装

�組
織
の
展
開
と
布
施
支
給
の
変
遷
」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
六
、

一
九
九
九
年
一
一
月
）
。

（

10）
山
下
有
美
註
７
著
書
一
九
～
二
九
ペ
ー
ジ
。

（

11）
案
主
の
座
席
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
造
東
大
寺
司
な
ど
の
所
管
官

司
の
政
所
と
と
も
に
、
経
堂
内
に
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。
以
下
、
事
務
局
以
下
の
座

席
と
用
具
・
物
品
と
の
関
係
は
、
主
と
し
て
渡
部
陽
子
「
奈
良
時
代
写
経
所
の
空

間

構
造
―

〈
座
席
論

〉
の

試
み
―
」
（
『

市
大
日
本
史
』
二
〇
、
二
〇
一
七
年
五
月
）
を

参
考
に
し
た
。

（

12）
大
日
古
は
「
別

�文
」
を
一
行
前
の
「
経
師
等
床
敷
料
」
に
懸
け
て
い
る
が
、
誤
り
。

（

13）
大
日
古
は
「

廝
」
と
す
る
が
、
「

厠
」
の

誤
り
。

（

14）
④
に

応
造

□

�屋
一

間
に
つ
い
て

庇
料
と
し
て
い
る
の
を

受
け
て
、

②
で

庇
と
し
た

も
の
で
あ

ろ
う
。
八

間
に
つ
い
て
は
不
明
。

（

15）
大
日
古
は
「

篩
」
と
す
る
が
「

籬
」
の
誤
り
。

（

16）
③
は

泉
木

屋
所
が
写
経
所
の

材
木
を

買
っ
て

進
上
し
た
明

細
書
で
あ
る
。
そ
の
文
書

と
し
て
の
構
造
を

簡
単
に
記
す
。
ま

ず
受
け

取
っ
た
四
四
七
二
文
を
あ
げ
、
以
下
四

項
目
の
一
つ
書
き
が
続
く
。
そ
れ
を

�
�
	

と

す
る
。

�は
い
わ
ば
総
計
部
分
で
、

買
っ
た
材
木
一
四
一
材
と
運
送
車
両
一
七
両
の
費
用
と
し
て
使
用
し
た
四
四
六
八
文
、

差
額
反
上
分
四
文
を
記
し
、
買
っ
た
材
の
内
訳
を
あ
げ
る
。
そ
れ
は
①
の
柱
・
簀
子
・

久
礼
（

檜
久

礼
）
・

歩
板
（
二

寸
半

板
）
と
同

じ
品

目
・

数
量
で
あ
る
。

買
材
は

�

	の
二

段
階
に

分
け
て

運
ば
れ
た
。


は

�が
四

人
に
付
し
て

進
め
ら
れ
た
こ
と
を

記
し
て
い
る
。

（

17）
大
日
古
は
「

屋
」
と
す
る
が
「

庇
」
の
可
能
性
が
高
い
。

（

18）
山
田

英
雄
「
東
院
写
一

切
経
所
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
古
代
史

攷
』

岩
波
書

店
、
一
九

八
七
年
七
月
、
も
と
『

続
日
本

紀
研
究
』
八
ノ
二
、
三
、
一
九
六
一
年
二
、
三
月
）。

（

19）
山
下
有
美
註
７
著
書
三
六
ペ
ー
ジ
。

（

20）「
長
四
□
」
の
三
文
字

目
は
、
④
と
対
比
す
る
と
「
丈
」
の
書
き
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（

21）
山
下
有
美
註
７
著
書
三
三
～
三
五
ペ
ー
ジ
。

（
22）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

旧
稿
で
「
事

実
上
解

体
状

態
と
な
っ
た
」
と
表
現
し
た
た

め

に
誤
解
を

招
い
た
。
写
経
司
と
い
う
組
織
そ
の
も
の
が
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、

休
眠
状
態
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
た
。

（

23）
栄
原
永
遠
男
「
福

寿
寺
と
福

寿
寺
大
般
若
経
」
「

百
部

法
華
経
の
写
経
事

業
」
（
と
も

に
『
奈
良
時
代
写
経
史
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
三
年
五
月
）。

（

24）
栄
原
永
遠
男
「

初
期
写
経
所
に
関
す
る
二
三
の
問
題
」
（

注
８

拙
著
、
も
と

岸
俊
男

写経所の施設とその変遷（上）〔栄原〕
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教
授
退
官
記
念
会
編
『
日
本
政
治
社
会
史
研
究
』
上
、
塙
書
房
、
一
九
八
四
年
五
月
）。

（

25）
栄
原
永
遠
男
註

23論
文
。

（

26）
栄
原
永
遠
男
註

24論
文
。

（

27）
栄
原
永
遠
男
「
千
手
経
一
千
巻
の
写
経
事
業
」
（
註

23拙
著
、
も
と
『
人
文
研
究
』

三
六
ノ
九
、
三
七
ノ
九
、
一
九
八
四
年
一
二
月
、
一
九
八
五
年
一
二
月
）
。

（

28）
大
官
一
切
経
は
天
平
一
五
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
「
一
切

経
本
充
并
納
紙
帳
〈
大
官
一
切
経
紙
上
帳
〉
」
か
ら
見
て
、
も
う
少
し
前
か
ら
造
紙

の
過
程
は
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
日
か
ら
上
紙
と
充
紙
が
始
ま
っ
た
と
す
べ
き
で
あ

る
。

（

29）
大
隅
亜
希
子
註
９
論
文
。

（

30）
大
隅
亜
希
子
註
９
論
文
。

（

31）
山
下
有
美
註
６
論
文
は
「
山
堺
四
至
図
」
の
「
経
房
」
を
東
堂
・
西
堂
と
す
る
。

（

32）
渡
辺
晃
宏
「
廿
部
六
十
花
厳
経
書
写
と
大
仏
開
眼
会
」
（
皆
川
完
一
編
『
古
代
中
世

史
料
学
研
究
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
）
。

（

33）
栄
原
永
遠
男
「
千
部
法
華
経
の
写
経
事
業
」
（
『
正
倉
院
文
書
研
究
』
一
〇
・
一
一
、

二
〇
〇
五
年
六
月
・
二
〇
〇
九
年
二
月
）
。

（

34）
大
隅
亜
希
子
「
天
平
勝
宝
二
・
三
年
の
寿
量
品
四
千
巻
書
写
に
つ
い
て
―
関
連
帳
簿

の
分
析
を
中
心
に
―
」
（
『
南
都
仏
教
』
七
六
、
一
九
九
九
年
二
月
）
。

（

35）
栄
原
永
遠
男
註

33論
文
。

（

36）
高
橋
工
の
教
示
に
よ
る
。

（

37）
山
下
有
美
注
６
論
文
。

（

38）
遠
藤
慶
太
「
中
宮
の
追
福
―
藤
原
宮
子
の
た
め
の
写
経
と
斎
会
―
」
（
『
正
倉
院
文
書

研
究
』
七
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
）
。

（

39）
山
本
幸
男
『
写
経
所
文
書
の
基
礎
的
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）

一
五
七
～
一
五
九
、
一
六
二
～
一
六
七
、
二
〇
八
～
二
一
三
ペ
ー
ジ
。

（

40）
栄
原
永
遠
男
「
光
明
皇
太
后
没
前
の
写
経
事
業
群
」
（
註

23拙
著
）
。

（

41）
山
本
幸
男
註

39著
書
第
二
章
「
天
平
宝
字
四
年
～
五
年
の
一
切
経
書
写
」
、
栄
原
永

遠
男
註

40論
文
。

（

42）
私
は
註

40論
文
に
お
い
て
、
一
切
経
の
写
経
事
業
の
中
断
を
光
明
皇
太
后
の
発
病
の

た
め
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
山
本
幸
男
は
、
光
明
が
発
病
し
て
も
写
経
の
続
行
は

可
能
で
あ
る
の
で
、
写
経
現
場
の
状
況
に
留
意
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
（
註

39著

書
三
六
一
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
山
本
の
指
摘
は
妥
当
で
あ
る
が
、
発
願
者
の
発
病
が
写

経
事
業
の
続
行
に
無
関
係
と
は
い
え
な
い
と
考
え
る
の
で
、
本
文
の
よ
う
に
修
正
し

た
。

（

43）
東
塔
所
の
性
格
と
活
動
に
つ
い
て
は
、
山
本
幸
男
「
造
東
大
寺
司
主
典
安
都
雄
足
の

「
私
経
済
」
」
（
『
正
倉
院
文
書
と
造
寺
司
官
人
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
八
年
六
月
、
も
と

『
史
林
』
六
八
ノ
二
、
一
九
八
五
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

（

44）
山
本
幸
男
註

39著
書
三
〇
五
ペ
ー
ジ
。

（

45）
杉
本
一
樹
『
日
本
古
代
文
書
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
二
月
）
四
九

四
ペ
ー
ジ
。

（

46）
山
本
幸
男
註

39著
書
三
〇
一
ペ
ー
ジ
。

（

47）
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
宮
﨑
健
司
「
光
明
子
七
七
日
写
経
を
め
ぐ
る
一
、
二
の
問

題
」
（
『
日
本
古
代
の
写
経
と
社
会
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
六
年
五
月
、
も
と
『
大
谷
学

報
』
七
四
ノ
五
、
一
九
九
六
年
三
月
）
、
山
本
幸
男
註

39著
書
に
詳
し
い
。

（

48）
山
本
幸
男
註

39著
書
、
山
下
有
美
註
７
著
書
、
稲
田
奈

津
子
「
奈

良
時
代
の

忌
日
法

会
―
光
明
皇
太
后
の

装
束

忌
日

御
斎
会
司
を
中
心
に
―
」
（
『
日
本
古
代
の

喪
葬

儀
礼

と
律

令
制
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
九
月
、
も
と
西

洋
子
・

石
上

英
一
編
『
正

倉
院
文
書
論

集
』
青
史
出
版
、
二
〇
〇
五
年
六
月
）。

（

49）
山
本
幸
男
註

39著
書
二
九
〇
～
二
九
四
ペ
ー
ジ
。

（

50）
山
本
幸
男
註

39著
書
三
〇
一
ペ
ー
ジ
。

（
一
般

財
団
法
人
大
阪
市
文
化
財

協
会

理
事
長
）

論 文
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